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                                １０：０１開議  

 

○ 荻須智之委員長 

 それでは、総務常任委員会を開会いたしますので事務局はインターネット中継を開始し

ていただきますようお願いします。 

 まず、審査順序に関しまして、審査につきましては消防本部、総務部、政策推進部、危

機管理監、シティプロモーション部、財政経営部、議会事務局の順に行っていきたいと思

います。 

 また、付託議案のほかに消防本部、シティプロモーション部より協議会の申し入れがご

ざいましたので、この委員会中に取り扱いたいと思います。 

 また、各種審議会等の報告についても所管事務調査として取り扱っていきたいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

 所管事務調査につきまして、今回の総務常任委員会の中で別途所管事務調査を行うかど

うかを確認したいと思います。実施について、ご意見がおありの方はご発言をお願いいた

します。 

 なお、休会中の所管事務調査については、後ほどお諮りしたいと思います。 

 いかがでしょうか。 

 

○ 樋口博己委員 

 定例月議会中は時間もそんなにはないと思いますので、少しテーマを確認して、少しそ

のテーマの議論の方向性を確認いただいて、どこかで休会中なりで議論できればなと思っ

ています。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ありがとうございます。 

 本議会中はテーマの確認にとどめてということですね。 

 ほかに。 

 森川委員、どうぞ。 

 

○ 森川 慎委員 
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 12月２日か３日かわからないんですけど、四日市の上空をオスプレイが飛んだというこ

とを何人かの市民の方から伺いまして、その問題の共有と今の仕組みがどういうふうにな

っているかという理事者の説明だけ１回、聞いてみたいなと思うんですが。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ありがとうございます。 

 それを所管事務調査……。 

 

○ 森川 慎委員 

 ええ。この議会中に簡単で結構ですので、どういうことやったかということだけ知りた

いなと思うんですけど。 

 

○ 荻須智之委員長 

 これは危機管理監。 

 

（発言する者あり） 

 

○ 荻須智之委員長 

 総務部の所管事務調査を本議会中ということで、簡単にということですね。 

 そうしましたら、まず、樋口委員からテーマを一つ決めて休会中に改めてというご意見

がございました。これにつきまして皆さんご意見いかがでしょうか。森川さんのは別とし

てですけれども。 

 樋口委員、何かテーマはおありでしょうか。 

 

○ 樋口博己委員 

 この前の森川委員が一般質問でされた就職氷河期、何て言うんでした……。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ロストジェネレーションですね。 
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○ 樋口博己委員 

 ロストジェネレーション、国もその対策をしようという動きもありますので、少し一般

質問されて議論されましたけれども、少し委員会でもう少し深掘りして四日市でできるこ

とを少し探りたいなと。 

 これ、いわゆる宝塚の話もありましたけど、全国からそういう埋もれている人材を呼び

起こして四日市に集めていきたいというような趣旨もあるかと思っていますので、年間を

通したそういう委員会の研究テーマにも合っていくのかなと思いますので、提案をさせて

いただきたいと思います。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ありがとうございます。 

 先般、採用に対するアプライですか、応募も少ないというのもあって、新卒ばかり見て

おったんではあかんという時代になってきましたね。宝塚がまさにそれやと思います。 

 ですんで、これをテーマにしたいというご意見ですか。まず、ほかにご意見があればと

思いますが、ほか、いかがでしょうか。 

 

（なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 豊田委員、よろしいですか。 

 ほかになければ、じゃ、ロストジェネレーション、就職氷河期の方たちの就業について

ということで、これを休会中の所管事務調査とさせていただいて、森川委員からのオスプ

レイの飛行についてを簡単にということでよろしいでしょうか。ご異議なければ。ほかに

もよろしいですかね。 

 竹野委員どうぞ。 

 

○ 竹野兼主委員 

 樋口委員が言われた、あわせて、何か一般質問のところではその宝塚の後に続いて何か

自治体のところでもやっておるという話を聞くとかいう話を質問のところでやられていた

ので、そこの委員会のとき、協議会を開くに当たってはその辺のところの資料をぜひとも
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お願いして調べておいていただけたらなと思いますので、よろしくお願いします。 

 

○ 荻須智之委員長 

 資料請求ということですね。 

 これは休会中ですから先ですんで、資料請求ということで承らせていただきます。 

 ほか、よろしいでしょうか。 

 

（なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 では、本議会中にオスプレイの件で、休会中にロストジェネレーション世代についてと

いうことで取り扱わせていただきます。よろしくお願いします。 

 続きまして、消防本部に入らせていただきます。 

 ということで、まず、消防長よりご挨拶をお願いします。 

 

○ 坂倉消防長 

 皆さん、おはようございます。消防長の坂倉でございます。 

 ちょっと座ってご挨拶させていただきます。 

 ことしも12月中旬となってまいりまして、少しことしの災害の、火災、救急の状況だけ

ご報告させていただいて、あと、議案関係もご説明、ご挨拶をさせていただきたいと思い

ます。 

 まず、火災はきのう現在で90件でございます。この火災90件といいましても、家が燃え

たのから小さなごみが燃えたのまで、全部含んでおるわけですけれども、去年と比較する

と12件のマイナスでございまして、去年死者が５名出ているんですけれども、ことしは死

者はまだ２名、このままずっと過ぎていけばいいかなとは思っております。 

 それと住宅がすごく市内で炎上するという火災は、特に記憶に残るような火災はござい

ません。 

 ただ一方、産業系でございます。 

 いわゆるちょっと古い工場が燃えたというのが中川原で紡績工場が１棟、ほとんど燃え

たと。これは中に物が入っていないんで天井部分ですけど、それから、三重郡朝日町でも
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ちょっと古い工場が工事中に燃えたと、そういうのがございましたけれども、本当に住宅

火災というのはかなり皆さんの火災予防意識がしっかりとなってきたということも含めて、

ことしは少し火災のほうが少ないかなと思っております。 

 救急でございますけれども、これは去年がかなり多うございまして、一昨年に比べると

去年が1400件ぐらい１年間でふえまして、これは多分、夏のすごい暑さの状況だったと思

っております。 

 ことしの状況は、ことしも暑かったんですけれども、きのう現在で去年よりもマイナス

163件でございまして、今の件数が１万4599件でございます。昨年は、年間で１万5910件、

これぐらいいきました。 

 私ども大体今この12月の中旬ぐらいからは１日大体50件ぐらい救急出動があると見込ん

でおりまして、このままいくとことしは去年よりも大体150件ぐらい少ないところが数字

かなと思っておりますけれども、いずれにしても２年前に比べるとかなり救急件数がふえ

てきているということでございまして、やはりこれはことしいきなり下がれば去年の暑さ

かなということもあったんですけれども、高齢化の影響も含めて救急需要はかなり伸びて

いると、そんなような状況でございます。 

 年末年始、消防団の特別警戒も含めまして、しっかりとまちの安全・安心のためには皆

さんのご協力を得ながらやっていきたいと思います。 

 さて、この議会でございますけれども、消防本部は補正予算、一つはコンビナートの大

きなタンクの開放検査を、これは消防法に規定する危険物保安技術協会というところに審

査委託をしておるわけですけれども、企業の計画が少しふえてきまして、その計画に伴い

ますこれは企業のいわゆる手数料が歳入で入ってきて、それを委託料で回すということで

ございますけれども、その補正予算が１件、それから、債務負担行為が２件、一つは南消

防署の整備事業を４年間かけてことしから実際にあの場所に建てかえるところでやってお

りますけれども、これは工事を令和３年、令和４年でやっていくためにちょっとこの実施

設計を入札行為だけを先に、年度内にさせていただきたいということで南消防署の実施設

計の債務負担行為の追加を一つお願いするのと、それから、例年お願いしておりますが、

私ども交代勤務者の寝具の乾燥でございます。 

 これはもう当然４月、365日24時間、ずっとやっておりますので、これも入札行為を先

にさせていただきたいと、そういったことで補正予算を債務負担を含めて３件、今回議案

としてお願いしております。 
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 それから、先ほど委員長からもございましたけれども、協議会でございますが、６月の

定例月議会で楠の一分団化にあわせまして消防団員の報酬の改定を少しご説明をさせてい

ただきました。その中でいろんなご意見をいただきまして、私ども他都市の状況、それか

ら、当然予算も絡んでくるということも含めまして、いろいろと内部、財政当局も含めま

して協議をさせていただきました。 

 その中である程度方向性が見えてまいりましたし、特に機能別団員の年報酬については

報酬の算定の割合を少し上げようという方向でまとまってまいりましたので、その点につ

いてきょうご説明をさせていただいて、この報酬の改定につきましては２月定例月議会に

条例改正案とそれから、予算を上げさせていただいて来年度から上げたいと、そういった

思いできょうは資料を説明させていただきますのでどうかよろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ありがとうございます。 

 

    議案第54号 令和元年度四日市市一般会計補正予算（第６号） 

     第１条 歳入歳出予算の補正 

      歳出第９款 消防費 

         第１項 消防費 

          第１目 常備消防費（人件費補正分を除く） 

     第３条 債務負担行為の補正（各関係部分） 

 

○ 荻須智之委員長 

 それでは、総務分科会として議案第54号令和元年度四日市市一般会計補正予算（第６

号）、第１条歳入歳出予算の補正、歳出第９款消防費、第１項消防費、第１目常備消防費

（人件費補正分を除く）、第３条債務負担行為の補正（関係部分）についてを議題といた

します。 

 資料の説明を求めます。 

 

○ 山本予防保安課課長補佐 
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 予防保安課課長補佐の山本でございます。 

 それでは、タブレットの07の11月定例月議会、それから、04の総務常任委員会、続きま

して、107令和元年度11月補正予算参考資料、こちらの30ページをごらんいただけますで

しょうか。 

 

○ 荻須智之委員長 

 よろしいでしょうか。 

 どうぞ。 

 

○ 山本予防保安課課長補佐 

 それでは、私のほうからは危険物保安技術審査委託費についてご説明申し上げます。 

 危険物の特定屋外タンク、これは1000kl以上の容量の安全点検に関する設計や保安の審

査は専門的な知識、技術が必要となるため、消防法に基づく認可法人の危険物保安技術協

会、略してＫＨＫに審査事務の一部を委託しています。 

 そこで、今年度特定屋外タンク貯蔵所等の危険物保安技術審査委託費についてですが、

当初の見込みを上回ることから歳入歳出の増額補正を行うものです。 

 当初の予算では51基のタンクが対象で2377万9000円を予定していました。しかし、今回、

８基の727万8000円の増額となり、合計59基のタンク3105万7000円となる見込みです。 

 これにつきましては、タンク開放点検後の工事について、補修の内容によっては軽微な

工事は危険物保安技術協会の審査委託の対象とならない工事もあるのですが、事業所側も

タンク繰りで工事の調整を行う必要等があることから、予算編成時の見積もりとは少しず

れが出てきております。 

 また、定期保安検査は前後１年ずつの猶予期間が認められているため、年度の計画どお

りに執行しないということがある場合がございます。 

 以上のことから、今年度は51基のタンクの数から59基の見込みとなり、歳入といたしま

して事業所が負担する危険物関係許可手数料778万円、それから、歳出としまして危険物

保安技術審査委託費727万8000円とともに増額補正となるものです。 

 危険物保安技術審査委託費につきましては、事業所からいただく手数料のおおむね90％

となるため、残りの10％、50万2000円につきましては人件費として充当いたします。 

 説明につきましては以上でございます。よろしくお願いいたします。 
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○ 荻須智之委員長 

 説明はお聞き及びのとおりです。 

 ご質疑がございましたら挙手にてご発言願います。 

 

（発言する者あり） 

 

○ 荻須智之委員長 

 もうちょっと説明していただきます。済みません。 

 小谷総務課長、お願いします。 

 

○ 小谷消防本部総務課長 

 総務課長の小谷でございます。よろしくお願いします。 

 私のほうからは債務負担行為の追加について、２点ほど説明をさせていただきます。 

 資料のほうタブレットを一つ戻っていただきまして、106の補正予算書をお開きくださ

い。 

 そちらの11ページとなります。 

 

○ 荻須智之委員長 

 よろしいでしょうか。 

 

（なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 では、お願いします。 

 

○ 小谷消防本部総務課長 

 そちらの11ページの下から２段目となります。 

 こちら、先ほど消防長も申し上げましたが、南消防署の改築工事実施設計業務委託とい

うものでございます。 
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 期間といたしましては令和元年度、今年度から２年度で限度額は5890万円とさせていた

だいております。 

 今年度中に実施設計に係る契約行為をいたしたく計上するものでございまして、予算に

つきましては２月にお願いする定例月議会で当初予算として審議をお願いしたいと思いま

す。詳細につきましては、後ほど別資料で説明をさせていただきます。 

 続きまして、12ページになります。 

 12ページの一番下、こちらは寝具に係るものでございますが、業務・事務処理委託等に

要する経費、こちらにつきましては市役所のさまざまな業務・事務処理、ゼロ債に係るも

のが入っておりますので、こちらはちょっと資料を一つ戻っていただいて、107令和元年

度11月補正予算参考資料をお開きください。 

 こちら、ちょっとページ飛ぶんですけれども、80ページとなります。 

 

○ 荻須智之委員長 

 よろしいでしょうか。 

 

（なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 お願いします。 

 

○ 小谷消防本部総務課長 

 こちら中段にありますが、寝具の取りかえ及び乾燥消毒業務委託ということでございま

して、こちらは交代勤務する職員が仮眠時に使用する寝具の交換、消毒などを委託するも

のでございます。 

 交代勤務がずっと続きますもので、年度当初の４月１日から寝具が必要となるというこ

とでゼロ債務として今年度中に契約行為を行いたく計上するものでございます。 

 続きまして、別の資料でとご説明を申し上げましたので、タブレットの資料をちょっと

また戻っていただきまして、タブレット203補正予算資料、消防本部のところをお開きく

ださい。203補正予算資料、消防本部でございます。 
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○ 荻須智之委員長 

 どうぞ。 

 

○ 小谷消防本部総務課長 

 ２枚ほどめくっていただきまして、３ページからでございます。 

 こちらは南消防署改築工事実施設計業務委託の詳細でございます。 

 先ほど申し上げましたとおり債務負担行為の期間は令和元年度から令和２年度までで、

限度額は5890万円となっております。 

 今計画しておる施設の概要でございますが、建物は延べ面積として約2000㎡、１階、２

階、３階建てということでございます。 

 １階に交代勤務職員の事務室や車庫、２階に交代勤務職員の仮眠室、浴室、それと３階

に所長などの標準勤務者の事務室や会議室を設ける予定でございます。 

 それで、２番目の整備スケジュールでございます。 

 この予算議案、終わりましたら今月中に実施設計の契約行為をさせていただきまして、

令和２年度中に実施設計を終了させて、その後、約930㎡の用地取得もあわせて行う予定

でございます。実施設計終了後には、こちらのスケジュールのほうにも書いてございます

が、来年度、令和２年度の11月定例月議会で改築工事に係る債務負担行為をまたお願いし

たいと思っております。令和２年度中に契約行為を行って、令和３年度、令和４年度の２

カ年をかけて新庁舎の建築及び解体を進めたいと思っております。 

 裏面、４ページをめくっていただくと今現在想定している１階、２階、３階の平面図を

記載させていただいております。 

 以上で消防本部の補正予算に係る説明は終了させていただきます。ご審議のほどよろし

くお願いいたします。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ありがとうございます。 

 説明はお聞き及びのとおりです。 

 ご質疑がございましたら挙手にてご発言願います。 

 いかがでしょうか。 
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○ 豊田政典委員 

 南署のほうなんですけど、老朽化しているというのは理解しているんですけれども、改

めて現状の課題、主な課題とそれが今回の建てかえによってどう解決されるのかというの

を要点を絞って説明していただけませんでしょうか。 

 

○ 小谷消防本部総務課長 

 今現在の課題といたしましては、まず庁舎が古くて女性職員の交代勤務ができないとい

う状態が１点ございます。 

 平成20年度に建てさせていただいた中央分署、それの後の南部分署、北部分署について

は女性職員が勤務できるよう仮眠室などを整備させていただいておるんですけれども、そ

れとあわせて中消防署、北消防署は既存庁舎を改修しながらやっておったんですけど、南

消防署は改築というものがみえておりましたもので今回の改築によって女性職員が交代で

きるスペースを確保できるというふうに考えております。 

 それともう一点が資料のところで見ていただくと先ほどの予算常任委員会資料でござい

ます３ページの敷地平面図を見ていただくとおわかりになると思うんですけれども、旧庁

舎の撤去という部分が今現在の車庫でございます。 

 こちらから国道25号へ一旦出まして、国道23号の側道、ここへ入る部分が結構渋滞でな

かなか出づらいという話がございます。それを解消するために今回は、今の国道23号、側

道という文字が書いてある辺りに消防車が出ていける走行路を設けまして、ショートカッ

トするような形で出動がより速やかになるように対応をしていきたいと思っております。 

 それと現在の消防庁舎でございますが、南消防署ができてからいろんな車、資機材がふ

えまして、車庫が全体的にちょっと狭いということでございます。それに対応するために

消防車両の保管も含めた面積を確保していくとそういったことを考えております。 

 以上でございます。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ありがとうございます。 

 

○ 豊田政典委員 

 種々、いろんな課題があるというのは想像できる中で今改めて２点、答弁いただいて、
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老朽化していて女性署員の交代勤務ができない、仮眠室が関係ある、それ、ちょっと理解

できないんですけど、どういう状況でどうなれば交代勤務できるのか、もう少し。 

 

○ 小谷消防本部総務課長 

 昔の消防署は簡単に言うと座敷みたいなところでみんなで雑魚寝だったんですね。それ

が当時は男性職員がほとんどでしたからそれでよかったんですけれども、女性職員がふえ

てきた、今現在15人女性職員がおるんですけれども、基本的には個室化しているというと

ころでございます。 

 今の現在の南消防署の仮眠室が座敷の状態から個々の仮眠室には変わってきているんで

すけれども、それでも３人部屋とか４人部屋ということになっておりまして、例えば女性

職員が１人いたとしたら３人部屋、４人部屋のところでなかなか泊まらせるわけにいかな

いと。それと女性職員用の浴室なども整備ができていなかったということで、それで、配

置上は無理がないように北消防署や中消防署、それか中央分署、南部分署、北部分署に交

代勤務ができるような状況ではもっていっておるんですけれども、今回改修をするという

ことで女性専用の場所を設けていけば新たに交代勤務ができる、そういった環境が整うと

いうことでございます。 

 

○ 豊田政典委員 

 わかりました。 

 もう一つは出動が現状では大変困難というか、時間がかかったり、渋滞しているんでと

いう話ですよね。これが一番大きいのかなと思っているんですけど、これはかなり解消す

ると。ほぼ苦労することなく出動できると考えてよいのか、改めてもう一度答えてくださ

い。 

 

○ 小谷消防本部総務課長 

 今の南消防署の立地は、特に塩浜地区に向かうのに近鉄線、それと国道23号、立体交差

で通過できることから出動場所としては一番いいところでございます。ただ、側道への侵

入はやっぱり渋滞というのがありますので、敷地内を使って側道に入れるということで、

これは、出動に関してはいいふうに解消されるものと思っております。 
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○ 豊田政典委員 

 わかりました。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ありがとうございます。 

 ほかにいかがでしょうか。 

 

○ 樋口博己委員 

 以前に出してもらったのかちょっとわかりませんけれども、先ほどの側道に出られると

いう話で、どういうふうに出れるのか、ルートがわかれば、図面があれば提出いただきた

いなと思うんですが。 

 

○ 荻須智之委員長 

 今可能ですか。 

 

○ 坂倉消防長 

 ことしの２月定例月議会で少しご請求いただいた資料が今ありますので、それを今委員

長がお許しいただければ今ちょっと準備をさせていただきたいなと思うんですが、よろし

いでしょうか。 

 

○ 荻須智之委員長 

 皆さん、いかがですか。 

 

○ 坂倉消防長 

 見れますか。 

 

○ 荻須智之委員長 

 そうですね。タブレットで指示をいただければ。 

 

○ 坂倉消防長 
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 ２月定例月議会で……。 

 

（発言する者あり） 

 

○ 坂倉消防長 

 追加資料です。 

 これ、豊田政典委員からご請求いただいた交通アクセスの課題への対応ということで。 

 

○ 荻須智之委員長 

 消防本部の追加資料でいいですか。 

 委員の皆さん、これ、資料を今から焼いていただいて、その間にほかにご意見とかご質

疑がありましたら賜りますが。 

 

○ 竹野兼主委員 

 債務負担行為の部分のところで、寝具をどうのかえよとかというわけじゃないんやけど、

当然、入札か何かやっているのかなとその確認だけさせてください。どのような状況で。 

 

○ 小谷消防本部総務課長 

 入札行為によって決めております。 

 以上でございます。 

 

○ 竹野兼主委員 

 そこのところ、入札行為やと例えば何件とかという部分のところというのは、１件だけ

というわけでじゃないでしょうと、そういうところの部分で、例えば対応している入札を

受ける業者さんというのは何件ぐらいあるんかなと、それ、きちっとした入札になってお

るんかなというのを確認したいというわけです。 

 やっていますだけじゃわからないので。 

 

○ 小谷消防本部総務課長 

 おおむね３件の業者さんが入札行為に参加していただいております。 
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 以上でございます。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ありがとうございます。 

 

○ 森川 慎委員 

 関連。182セットというのはどういうあれかなと思うんですが、全消防署を網羅できて

いる状態ですかね。数の根拠。 

 

○ 小谷消防本部総務課長 

 現在、交代勤務職員が大体280名ほどございまして、個々の職員に１人ずつわたるよう

な形でしております。 

 以上でございます。 

 

○ 荻須智之委員長 

 よろしいですか。 

 ありがとうございます。 

 紙資料、できましたか。紙資料、行き渡りましたでしょうか。 

 じゃ、樋口委員、どうぞ。 

 

○ 樋口博己委員 

 資料ありがとうございます。 

 これ、先ほど説明がありましたけど、消防署内の敷地を通り抜けて側道に入るという説

明だったんですけど、そうすると、道路の改良は別に何もなしで、消防署内の敷地で対応

できるということですかね。何か表示を書くとか、そういうのもあったりするんですか。 

 

○ 小谷消防本部総務課長 

 現在、新たな紙資料のところに出ている国道23号側道というところの部分なんですけど、

そこの乗り入れに関してはちょっと造作をさせていただきますけれども、敷地内に関して

は、職員が特に出ていくものですから、新たな表示を設けるとかというのはちょっと考え
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ていないところでございます。 

 以上でございます。 

 

○ 樋口博己委員 

 これ、その消防車両が出入りするところの道に何かとまるなとか、そんなもんはないん

ですよね。何かそういう道路標識があるのかどうなのかをちょっと。 

 

○ 小谷消防本部総務課長 

 図面を見ていただいて、現在の出動経路という文字が書いてございます。 

 そちらの部分については、今もとまるなというゼブラゾーンを設定させていただいてお

りまして、こちらのほうは関係機関と協議しながら新たな車庫の前にそういったゾーンを

設ける予定でございます。 

 それと国道25号沿い、こちらのほうにも消防車が出動しますよという、そういう案内板

を設ける予定でございます。 

 以上でございます。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ありがとうございます。 

 ほかにいかがでしょうか。 

 

○ 笹岡秀太郎委員 

 危険物保安技術審査委託費をちょっと確認だけさせてください。 

 まず、審査事務の一部をこれ、委託させるわけやけど、審査事務全部でいうとどれぐら

いの項目があって、どこがその一部以外のところ担っているのか、消防本部がやっている

わけ。こういう理解でよろしいか。 

 

○ 安藤予防保安課保安係長 

 予防保安課保安係長の安藤でございます。 

 屋外タンクの申請については平成30年度で543件ございました。そのうち、危険物保安

技術協会に委託した件数については47件でございますので、おおむね10分の１弱程度でご
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ざいます。 

 以上です。 

 

○ 笹岡秀太郎委員 

 その残りはどこが。 

 

○ 安藤予防保安課保安係長 

 残りの10分の９については、消防本部予防保安課保安係にて審査を行っております。 

 以上です。 

 

○ 笹岡秀太郎委員 

 よくわかりました。 

 そうすると今回のこの増額補正は、補修工事数が当初の見込みより上回ったと。この上

回ったのを発見と言ったらおかしいけど、どこが確認をして、この上回った数を増額補正

してくださいという形になったのかの確認をさせてください。 

 

○ 荻須智之委員長 

 よろしいですか。 

 

○ 安藤予防保安課保安係長 

 審査委託費については、常に予算との兼ね合いもございますので、コンビナート事業所

の方々を中心に本年度実施する工事の進捗状況、それから、そういった進捗についてヒア

リングを常時行っておりますので、そういった中で今回基数が当初よりふえるということ

になったので、このように上げさせていただいたといった次第でございます。 

 

○ 笹岡秀太郎委員 

 それはよくわかるんだけど、要するに当初の見込みというのはどこが見込んだの。見込

み数と違ったというのはコンビナート側の発案というのかお願いと、こういうことでいい

の。それとも、消防本部がいろんな資料を確認した上でという判断でよろしい。 
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○ 安藤予防保安課保安係長 

 予算編成時にはコンビナート事業所から見込み数のヒアリングを行っておりますので、

当初の見込みは事業所からのヒアリング件数です。 

 今回の見込みというのは工事の進捗によって実際に行われた数ということで、そこの差

異が出たということでございます。 

 以上です。 

 

○ 笹岡秀太郎委員 

 そうすると、その差異が出たのはコンビナート側の責任ということでよろしい。 

 

○ 安藤予防保安課保安係長 

 コンビナート事業所の経済活動によるものということで理解しております。 

 以上です。 

 

○ 笹岡秀太郎委員 

 しっかり見ていただいた結果がこういう結果が出ておるから、特にクレームじゃないん

だけど、こういう数字が出るということは、やはり当初の見込みはもっとしっかりと企業

側にもしてもらわなあかん部分があろうかなと思うので、その辺のやりとりというのをも

う少し深くやっていただかんと。 

 やはり大事な事業ですから、市民に不安を与えやんようにやっていただくこと要望して

おきます。 

 以上です。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ありがとうございます。 

 

○ 豊田政典委員 

 今の答弁の中でちょっとわからないんですけど、９割は消防本部でやって、１割は委託

しているということなんですけど、その委託する対象は1000kl以上のものは委託する、そ

れ未満のものは消防本部でやる、そういう理解でいいんですか。 
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○ 安藤予防保安課保安係長 

 基本的にはそういった理解で大丈夫なんですけれども、1000klを超えるものについても、

軽微な工事については消防本部で審査をしますが、大規模な工事、溶接をやりかえるとか、

そういった大規模な工事になりますと委託を行っていると、そういった現状でございます。 

 以上です。 

 

○ 荻須智之委員長 

 豊田委員、よろしいですか。 

 

○ 竹野兼主委員 

 今の関連で、要するに８基ふえたことについて、消防本部としては負担がふえる部分に

はなるということなんですよね。 

 だから今笹岡委員が言われているのは、企業側の状況で費用面が十分にまだ用意もでき

るとなったのかもしれませんし、もう少し次年度のところの部分をカバーしてお願いしよ

うという話になったんかもしれんけど、消防本部としては大きな負担にならないのかなと

いうのを少し聞いていて思ったので、そこのところについては８基程度であれば大丈夫の

状況かどうかというのだけ確認させてください。 

 

○ 坂倉消防長 

 先ほどからずっとるる説明させていただいておりますけれども、やっぱり企業側の経済

状況、それから、いろんな事業の展開でございまして、年度の初めに私どもしっかりとヒ

アリングして、計画を提出していただいた中で予算を立てさせていただいています。 

 ただ、この上半期終わった中でも、随時ヒアリングした中でやっておるわけでございま

すけど、この補正予算、私ども当然受け付けをして審査委託をするという業務上の負担に

はなりますけれども、その量というのは、特にその審査は危険物保安技術協会がやるとい

うことになりますので、私ども消防本部側としては十分に対応できる範囲であるなと、そ

のようには思っております。 

 それから、先ほどの1000kl以上というところでございますけれども、一部500kl以上で

も、少し必要な部分については委託をするわけでございますけれども、今回の基数につい
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ては全て1000kl以上のタンクということでございます。 

 以上でございます。 

 

○ 荻須智之委員長 

 よろしいでしょうか。 

 ほか、よろしいでしょうか。 

 

（なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 では、ほかにご質疑もないようですので、これより討論に移ります。 

 討論がありましたらご発言願います。 

 

（なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 なしのお声をいただきました。 

 討論もないようですので、分科会としての採決を行いたいと思いますが、よろしいです

か。 

 

（異議なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 なお、全体会へ送るか否かは、採決の後にお諮りします。よろしいでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 では、原則どおり採決を行いたいと思います。 

 反対表明がありませんでしたので、簡易採決をさせていただきます。 
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 議案第54号令和元年度四日市市一般会計補正予算（第６号）、第１条歳入歳出予算の補

正、歳出第９款消防費、第１項消防費、第１目常備消防費（人件費補正分を除く）、第３

条債務負担行為の補正（関係部分）については、原案のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

 

（異議なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 ご異議なしと認め、本件は可決すべきものと決しました。 

 

 〔以上の経過により、議案第54号 令和元年度四日市市一般会計補正予算（第６号）、

第１条歳入歳出予算の補正、歳出第９款消防費、第１項消防費、第１目常備消防費

（人件費補正分を除く）、第３条債務負担行為の補正（関係部分）について、採決

の結果、別段異議なく、可決すべきものと決する。〕 

 

○ 荻須智之委員長 

 それでは、続いて全体会へ送るべきとする事項の確認を行いますが、いかがでしょうか。 

 

（なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 なしというお声をいただきましたので、なしとさせていただきます。 

                                １０：４５休憩  

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

                                １１：３８再開  

 

○ 荻須智之委員長 

 時間となりましたので、これより総務部に係る議案の審査に入ります。 

 まず、総務部長よりご挨拶をお願いします。 
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○ 内田総務部長 

 総務部長の内田でございます。 

 大変ご苦労さまでございます。 

 私ども補正予算から一般議案、所管事務調査の人権の報告とご準備させていただいてお

りますけれども、特に補正予算の中には前回ご説明させていただきました源泉所得税のち

ょっと事務的な手続きミスで本税並びに延滞税等々を税務署に納めるという案件も含まれ

てございまして、その件については改めておわび申し上げますとともに、現在退職者に当

たらさせていただいて順次、本税のほうの納付に応じていただいている状況でございます

ので、あわせてご報告させていただきます。どうかよろしくお願いいたします。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ありがとうございます。 

 

    議案第54号 令和元年度四日市市一般会計補正予算（第６号） 

     第１条 歳入歳出予算の補正 

      歳出第１款 議会費～第10款教育費（人件費補正分） 

      歳出第２款 総務費 

         第１項 総務管理費 

          第23目 諸費中人事課関係部分、第３条債務負担行為の補正（関係

部分） 

    議案第57号 令和元年度四日市市土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）

（人件費補正分） 

    議案第58号 令和元年度四日市市介護保険特別会計補正予算（第１号）（人件費

補正分） 

    議案第59号 令和元年度四日市市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

（人件費補正分） 

 

○ 荻須智之委員長 

 それでは、総務分科会として議案第54号令和元年度四日市市一般会計補正予算（第６

号）、第１条歳入歳出予算の補正、歳出第１款議会費から第10款（人件費補正分）、歳出
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第２款総務費、第１項総務管理費、第23目諸費中人事課関係部分、第３条債務負担行為の

補正（関係部分）、議案第57号令和元年度四日市市土地区画整理事業特別会計補正予算

（第１号）（人件費補正分）、議案第58号令和元年度四日市市介護保険特別会計補正予算

（第１号）（人件費補正分）、議案第59号令和元年度四日市市後期高齢者医療特別会計補

正予算（第１号）（人件費補正分）について一括で議題といたします。 

 資料の説明を求めます。 

 

○ 駒田人事課長 

 おはようございます。人事課の駒田です。よろしくお願いいたします。 

 それでは、私のほうから議案第54号一般会計補正予算（人件費補正分）及び議案第57号

土地区画整理事業特別会計、議案第58号介護保険特別会計、議案第59号後期高齢者医療特

別会計（人件費補正部分）についてご説明をさせていただきます。 

 資料につきましては、タブレットのほうでお願いをいたします。 

 07令和元年11月定例月議会、04総務常任委員会、107令和元年度11月補正予算参考資料

のほうでご説明をさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 

○ 荻須智之委員長 

 よろしいでしょうか。 

 お願いします。 

 

○ 駒田人事課長 

 それでは、ポイントを絞ってご説明をさせていただきます。 

 まず、６ページをごらんください。 

 こちらは会計別、支出内容別の補正額の内訳でございます。 

 補正の総額は一般会計で４億700万円余の減額です。 

 それと特別会計については2700万円余の減額、合わせて合計４億3492万1000円の減額を

お願いするものでございます。 

 次のページをごらんください。 

 今回の人件費補正の主な理由といたしましては、まず１点目です。人事院勧告に関する

部分でございます。 
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 後ほど、条例改正案でご説明もさせていただきますが、今年度の人事院勧告に準拠いた

しまして若年層の給料表の平均0.1％の引き上げ及び勤勉手当の支給月数の0.05月の引き

上げ等をお願いしております。これに係るものといたしまして7100万円の増額でございま

す。 

 ２点目といたしましては、毎年４月１日付で定期人事異動を行いますが、予算をご審議

いただいた積算人数と実際の配置数にずれが生じますことから補正をお願いするものでご

ざいます。 

 職員の実数につきましては、平成30年度に比べ平成31年度につきましては正規職員で企

業会計を除いて10人増となっておりますが、予算をご審議いただいたときの積算数までの

増員等はできなかったという部分がございまして、その分が欠員となっておりまして３億

800万円の減額をお願いするものでございます。 

 ３点目といたしましては、無給または給料減額される育児休業、病気休職の新規取得分

による減額でございます。 

 本年４月以降に新たに育児休業や病気休職を取得した職員の給与１億1700万円余の減額

でございます。 

 ４点目は、その他職員手当による減額でございまして、４点を合計いたしまして４億

3400万円余の減額をお願いするものでございます。 

 次に、８ページ、９ページでございますが、こちらにつきましては人件費補正の手当等

の細かい内訳となっております。 

 続きまして、14ページをごらんください。 

 14ページにつきましては、源泉所得税納付金についてでございます。 

 先ほど、部長のほうからご説明させていただきまして、源泉義務者である四日市市が所

得税法に基づく手続きを適正にとっていなかったということから税額の適用が甲欄ではな

くて乙欄で適用することとなったために源泉徴収税不足額として1134万円余り、延滞税額

17万円余り、不納付加算税といたしまして55万円余り、合わせて1186万7000円を増額する

ものでございます。 

 また、源泉徴収の不足額につきましては対象の職員から源泉所得税返還金として徴収を

進めておるところでございます。 

 続きまして、債務負担行為でございます。 

 ページのほうが73ページまで飛んでいただきますようお願いをいたします。 
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 こちらにつきましては、令和２年度職員定期健康診断等の業務委託について、本年度中

に入札を実施する必要があることから債務負担の設定をお願いするものです。 

 債務負担限度額につきましては1200万円で、期間につきましては令和元年度から令和２

年度末となっております。 

 説明のほうは以上となります。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ありがとうございます。 

 説明はお聞き及びのとおりです。 

 ご質疑がございましたら挙手にてご発言願います。 

 

○ 森川 慎委員 

 ７ページで、２番のところで10人ふえたというのは、総数はふえたんやけどというお話

が、ちょっと余り理解できなかったので、もうちょっと細かくお願いしたいんですが。 

 

○ 駒田人事課長 

 済みません。こちら２番のほうでは、昨年度予算をお認めいただいたときに増員につき

ましては、数につきましてはこの正職で言うとマイナス30人であるんですけれども、これ

だけを本来は増員したかったという部分でございますが、実際に採用に至ったケースが少

なくて、実数といたしましては、昨年度より職員数としてはふえておるんですけれども、

予算の積算上、本当はもう30人ふやしたかったところがふやせなかったという部分でござ

います。 

 

○ 森川 慎委員 

 最初は40人ふやそうとしておったということですか。 

 

○ 駒田人事課長 

 そうですね。結果的にはそういう形になっております。 

 

○ 森川 慎委員 
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 10人の方は正規職員でとってもらったんですか。 

 

○ 駒田人事課長 

 昨年度に比べて企業会計を除いた部分につきましては10人正職がふえておるという形に

なっております。 

 

○ 森川 慎委員 

 そうすると、今まだ30人足らない状況で市は運営されておるということでいいですか。 

 

○ 駒田人事課長 

 昨年度予算でお認めいただいた分の30人は足らないという状況で運営をしておるという

ことでございます。 

 

○ 森川 慎委員 

 ごめんなさいね、その採用のときは、これは中途採用も含めての数だったのかどうか。

新規ですか。 

 40人を求めておって、この人たちをどういう条件で求めておったかの確認だけお願いし

ます。 

 

○ 駒田人事課長 

 こちらについては新規の人もございますし、中途で職歴を持った方もございまして、採

用の条件、年齢制限とかその辺に引っかからないというか、その辺をクリアした方につい

ては中途の方もおみえになりますので、どちらも新卒の方、中途採用の方、どちらもおみ

えになるという形でございます。 

 

○ 森川 慎委員 

 10人ふえたのは、新規の方なんですか。中途なんですか。 

 

○ 荻須智之委員長 

 内訳ですね。 
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○ 駒田人事課長 

 どこで10人ふえたというと難しいんです。 

 採用自体は何十人という採用の枠がありますので、その中で中途の方、新卒の方という

のがございまして、どの方がこの10人ふえたというところに当てはめておるかというのは

ちょっと、どちらもおるという言い方が正しいのかと思うんですけれども。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ちょっと待ってください。 

 新規、新卒、中途というのをきちっとしていただかないと今の質問の答えになっていか

ないんですけれども。 

 それだけ先にちょっとご説明いただいてもいいですか。 

 大学を出て何年か経ってから役所へ入られる方もみえるんですけど、その新規というの

をどういうのか定義をしていただいたほうがいいと思うんですけど。 

 

○ 駒田人事課長 

 済みません。新規というのが新しく平成31年度に入られたという……。 

 

（発言する者あり） 

 

○ 駒田人事課長 

 大卒ですね。新卒という意味で新、それとあと、中途採用というのは職歴を持って入ら

れた方というところで規定をしております。 

 

○ 荻須智之委員長 

 浪人をしていた方は新規ですか。 

 無職で初めて就職されたという方は新規ですか。 

 

○ 駒田人事課長 

 一応、職歴のない方を新規という形で考えておりますけれども。 
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○ 荻須智之委員長 

 森川委員、どうぞ。 

 

○ 森川 慎委員 

 多分、年齢制限があって、この年齢の方は新規とか、そういうくくりなんちゃうかなと

思っていたんですけど、違うんですか。余計わからなくなってきた。 

 

○ 駒田人事課長 

 済みません、例えば事務職ですと30歳までの方がご受験資格がございますので、当然そ

の中には新規で大学を出られる方もございますし、今実際にお勤めになって転職されてく

る方もおみえになりますので、30歳までの方の中で今までどういう経歴があったかという

ところで新卒なのか、既卒なのかというところが分かれてくるかと思います。 

 

○ 森川 慎委員 

 わかりました。あわせてこの嘱託のほうも８人でということで、採用が足らなかったん

ですか。これはまた、不足したということなんですか。それとこっちもご説明なり。 

 

○ 荻須智之委員長 

 嘱託についてですね。 

 

○ 駒田人事課長 

 嘱託の職員につきましては、こちら主に多いのが総務部とか介護のほうになっておるん

ですが、こちらはもともと増員を求めて採用試験も行っておるんですが、なかなか来てが、

嘱託さんですので相談員とか、いろんな特殊なスキルを持っている方を募集しておる関係

でなかなか応募いただけなかったとか、そういう場合が欠員になっておるということでご

ざいます。 

 

○ 森川 慎委員 

 嘱託の職員の募集というのは、当初の予算を立てたときに何人想定していて、その結果、
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何名ふえたとか、減ったとか、その数字を確認したいです。 

 

○ 駒田人事課長 

 済みません、遅くなりました。 

 嘱託自体の人数については、４月１日現在で321名おみえになりまして、平成30年度と

比べて６名プラスという形になっておりますが、ただ、こちらであるようにまだ一般会計、

特別会計を合わせてこちらも10人ほど、まだ予算に対しての不足が生じておるということ

でございます。 

 

○ 森川 慎委員 

 当初は何名ふやす予定だったんですか、計画として。嘱託の方。 

 

○ 駒田人事課長 

 当初は16人という形になっております。 

 

○ 森川 慎委員 

 わかりました。募集しても来てもらえないというのが明らかになったのかなと思います

ので。わかりました。 

 あわせて、ちょっと長くなって申しわけないです。もう一つ下の３番のこの育児休業も

ちょっとよくわからんですけど、これももうちょっとわかるように、余り頭がよくないも

んで説明をしてもらえますか。 

 

○ 駒田人事課長 

 済みません。申しわけございません、説明不足で。 

 育児休業になると給料のほうが出なくなりますので、新規で育児休業をとられる方が私

どもの想定より多かったということです。多くなったので給料をお支払いしなくてもよく

なったもので減額補正という形に。 

 

（発言する者あり） 
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○ 駒田人事課長 

 そのとおりでございます。 

 

○ 森川 慎委員 

 ２回、括弧の中、この数はどういうふうに捉えたらいいかな。506月分とか、681月分っ

て、ごめんなさい、ちょっと。 

 

○ 駒田人事課長 

 こちらはまず平成30年11月の当初予算の積算の時点で506月は育児休業等で減額という

か、お支払いをしなくてもいい月数を積算してございます。 

 しかしながら、実際令和元年の10月31日時点では681月の減額が必要になるであろうと

いうことで計算させていただいております。 

 

○ 森川 慎委員 

 済みません。大体わかりました。ありがとうございます。 

 もう一個最後、これはどうやって見込みを立てているんですか、この数というのはそも

そも。 

 

○ 駒田人事課長 

 今長期で休まれる方は、ある程度、先に出されております。２年とか３年で出されてみ

える方もおります。その方は当然わかっていますので、その部分をまず月数として出して、

そのあとは実績ベースでどれぐらい毎年ふえてくるかというところも含めて計算をさせて

いただいております。 

 

○ 森川 慎委員 

 もう一点、これが当初よりちょっと減ったというのは何か分析して要因とかというのは、

今思ってみえるところがあったら伺いたいと思いますが。 

 

○ 駒田人事課長 

 そうですね。今職員の年齢構成上、20代後半から30代前半の職員がかなり多くなってき
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ているという現状で、どうしても出産の世代がふえてきておるというところで月数が育児

休業等をとる人数がふえてきておるというふうに考えております。 

 

○ 森川 慎委員 

 それで、でも想定より減ったわけでしょう、育児休業とるという人が……。 

 

○ 駒田人事課長 

ふえたもんでお給料が減った。 

 

○ 森川 慎委員 

 ごめんなさい。ふえたんか。そうか、ならいいか。ごめんなさい、わかりました。 

 

○ 荻須智之委員長 

 育児休業がふえて給料が減った。 

 

○ 森川 慎委員 

 わかりました。ごめんなさい。ありがとうございます。 

 以上です。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ほか、いかがでしょうか。 

 

○ 豊田政典委員 

 資料73ページ、健康診断の業務委託、説明で入札という言葉を使われたように聞こえた

んですけど、事業概要、前半健診、後半産業医の委託、これはそれぞれ別個に入札するん

ですか。入札状況はどうなんでしょう。 

 

○ 駒田人事課長 

 こちらは産業医と健康診断をあわせて一つの委託として出させていただいておりまして、

入札の状況といたしましては３者、指名をさせていただいて入札をしておるという状況で
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ございます。 

 

○ 豊田政典委員 

 わかりましたが、３者というのはイメージできないんですが、どんな団体なんですか。 

 

○ 駒田人事課長 

 一般的に普通に健康診断をする病院ですね。そちらを指名業者として出させていただい

ております。 

 

○ 豊田政典委員 

 わかりました。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ほかに、いかがでしょうか。 

 

（なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 ありがとうございます。 

 ほかにご質疑もありませんので、討論ですね。 

 これより討論がありましたらご発言願います。 

 

（なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 討論なしのお声をいただきましたので、分科会としての採決を行いたいと思いますが、

よろしいですか。 

 

（異議なし） 
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○ 荻須智之委員長 

 全体会へ送るか否かは採決の後にお諮りします。よろしいですか。 

 

（異議なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 異議なしと認め原則どおり採決を行いたいと思います。 

 反対表明がありませんでしたので、簡易採決をさせていただきます。 

 議案第54号令和元年度四日市市一般会計補正予算（第６号）、第１条歳入歳出予算の補

正、歳出第１款議会費から第10款いずれも（人件費補正分）、歳出第２款総務費、第１項

総務管理費、第23目諸費中人事課関係部分、第３条債務負担行為の補正（関係部分）、議

案第57号令和元年度四日市市土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）（人件費補正

分）、議案第58号令和元年度四日市市介護保険特別会計補正予算（第１号）（人件費補正

分）、議案第59号令和元年度四日市市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）（人件

費補正分）については、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 ご異議なしと認め、本件は可決すべきものと決しました。 

 

 〔以上の経過により、議案第54号 令和元年度四日市市一般会計補正予算（第６号）、

第１条歳入歳出予算の補正、歳出第１款議会費から第10款教育費（人件費補正分）、

歳出第２款総務費、第１項総務管理費、第23目諸費中人事課関係部分、第３条債務

負担行為の補正（関係部分）、議案第57号令和元年度四日市市土地区画整理事業特

別会計補正予算（第１号）（人件費補正分）、議案第58号令和元年度四日市市介護

保険特別会計補正予算（第１号）（人件費補正分）、議案第59号令和元年度四日市

市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）（人件費補正分）について、採決の

結果、別段異議なく、可決すべきものと決する。〕 
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○ 荻須智之委員長 

 それでは、全体会審査へ送るべき事項について確認を行います。 

 全体会へ審査を送るべき事項について、委員の皆様から提案がございましたら挙手にて

ご発言を願います。 

 

（なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 全体会送りなしとのお声をいただきましたので、全体会送りはなしとさせていただきま

す。 

 続きまして、ちょっとお諮りします。 

 この後、まだありますが、お昼にさせていただきますかどうか。 

 じゃ、午後１時再開ということで、ここで切らせていただきます。お疲れさまでした。 

 

                                １２：００休憩  

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

                                １３：０１再開  

 

    議案第63号 四日市市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部

改正について 

    議案第64号 四日市市長及び副市長の給与及び旅費に関する条例の一部改正につ

いて 

    議案第65号 四日市市職員給与条例の一部改正について 

    議案第66号 四日市市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正につ

いて 

 

○ 荻須智之委員長 

 では、午前に引き続きまして、総務常任委員会として、議案第63号四日市市議会の議員

の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正についてないし議案第66号四日市市一

般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正についてを一括で議題といたします。 
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 本件について、資料の説明を求めます。 

 

○ 駒田人事課長 

 それでは、議案第63号四日市市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部

改正から議案第66号四日市市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正までの

４議案について、一括で説明させていただきます。 

 タブレットのほうは、07令和元年11月定例月議会、04総務常任委員会、104提出議案参

考資料でご説明をさせていただきます。 

 

○ 荻須智之委員長 

 よろいでしょうか。 

 

（「はい」と呼ぶ者あり） 

 

○ 駒田人事課長 

 では、説明につきましては、５ページをお願いいたします。 

 議案第63号から第66号の条例改正は、本年度の人事院勧告に準拠して、関係する条例を

改正するものでございます。 

 令和元年度の人事院勧告は、８月７日に出されて、民間給与実態調査は、例年どおり企

業規模、事業所規模が50人以上の全国の民間事業者から抽出した５万8800社のうち約１万

2500社の事業所を対象に調査を行ったものでございます。 

 調査の結果、公務と民間の給与比較において、月齢給で387円、ボーナスで0.06月分の

差が生じているということから、昨年に引き続き引き上げの勧告が出されたものでござい

ます。 

 それでは、まず、議案第63号、議員の皆様の期末手当でございます。 

 市議会議員の期末手当は、国会議員との整合性をもって、国家公務員の指定職に準じて

改正を行っております。 

 改正内容でございますが、現在、12月期末手当の1.675月を1.725月に引き上げるもので

ございます。 

 （２）では、令和２年度、６月と12月の期末手当の支給月を均等化するものでございま
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して、これは人事院が民間給与実態調査の結果、国家公務員の期末手当の支給月を均等化

したためでございます。 

 続きまして、同じく５ページでございますが、こちらは、市長及び副市長の期末手当で

ございますが、こちらは議員の皆様の期末手当と同様に配分で改正をいたしたいと願うも

のでございます。 

 続きまして、６ページでございます。 

 こちらは議案第65号でございます。こちらは一般職員に対するものでございます。民間

給与との、先ほど申し上げましたように、較差が生じておりますので、初任給を引き上げ

るとともに、30代半ばの職員の平均給与を0.1％引き上げる給料表の改正を行うとともに、

一般職の勤勉手当の支給月を0.05カ月引き上げるというものでございます。 

 また、先ほどの議員の皆様と同様、令和２年度以降、勤勉手当、期末手当の均等化を、

（３）については図るというものでございます。 

 続きまして、今回の一般職に対する給与改定につきましては、職員団体との交渉を持ち

妥結をしておるところでございます。 

 続きまして、議案第66号でございます。こちらは任期付き職員に対するものであり、７

ページをごらんください。 

 給料表において、１号給の給料月額を1000円引き上げ、期末手当の支給を0.05月引き上

げるというものでございます。 

 説明については以上となります。 

 

○ 荻須智之委員長 

 説明はお聞き及びのとおりです。 

 ご質疑がございましたら、挙手にてご発言願います。 

 

○ 樋口博己委員 

 議案第65号の市職員の給料の件で、初任給は幾らが幾らになるんですか。これ、令和２

年の４月から適用ということ。 

 

○ 駒田人事課長 

 済みません、遅くなりました。 
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 現在が、大卒で18万7200円が1500円上がって、18万8700円という形です。 

 

○ 荻須智之委員長 

 18万8700円になるということですね。 

 

○ 駒田人事課長 

 そうですね。 

 高卒が、現在が15万3000円でございます。こちらが、今回の改正で15万4900円にアップ

するというものでございます。 

 

○ 樋口博己委員 

 そうすると、これは計算すればわかるのかわかりませんけど、年収でいうと、幾らが幾

らぐらいに上がるのかという感じなんですかね。 

 

○ 内田総務部長 

 済みません、年収を計算させますので、ちょっと時間をいただきたいと思います。 

 

○ 荻須智之委員長 

 では、計算している間、ほかの方、ご質疑等ございましたら。 

 

○ 豊田政典委員 

 私は、議案第63号、第64号に関連して、この際お聞きするんですけど、特別職について

は、報酬は報酬審議会を通じて四日市オリジナルで決まりませんか。期末手当については、

人事院の勧告に準じてというふうに説明を受けておりますけど、それはどこに書いてあっ

て、なぜその違いがあるのか、その辺を教えてもらえますか。 

 

○ 駒田人事課長 

 こちらの期末手当については、今、どこに書いてあったというのは、自治省からの通知

で、地方議員の期末手当は、国会議員との均衡を考慮して支給することができるという通

知が以前ございまして、それに基づきまして、国会議員と同様の支給割合としておるとこ
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ろでございます。 

 

○ 荻須智之委員長 

 市長についてもということですね。 

 

○ 駒田人事課長 

 市長についても同様に、国の指定職と同じ期末手当の支給割合で出せるという形になっ

ております。 

 

○ 豊田政典委員 

 その通知は何年の通知で、必ず従わなければいけないものなんですか。 

 

○ 駒田人事課長 

 通知自体は、昭和31年に自治省から発せられているものでございまして、こちらについ

ては、必ずというよりも、支給することができるという形の通知になっております。 

 

○ 豊田政典委員 

 詳しくは深く突っ込んでいきませんが、半世紀以上前の通知であって、地方自治の趣旨、

本旨からは僕はずれていると思うので、可能だと思いますから、四日市オリジナルに改め

る方向で改めて検討すべきだなと私は思います。上げ下げじゃなくて、決め方を。もちろ

ん上げるべきだというようなことは個人的な主張としてはありますけど。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ご意見ということで、ほかにご質疑いかがでしょうか。 

 では、先ほどの年収は計算できましたでしょうか。 

 採決にかかわりますか、その年収の数字は。 

 

○ 樋口博己委員 

 聞かれると、あると言わざるを得んと思いますけど、これ、初任給等を30代半ばまでの

職員に対して、若干若い世代に対して収入を多くするということなんですよね。これは、
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さっき豊田委員とやりとりがありましたけど、人事院勧告でどうのこうのとかいうのにも、

人事院勧告にこういうふうに指示が出ておるんですか。若年層を手厚く上げなさいという

ふうになっておるんですか。 

 

○ 駒田人事課長 

 おっしゃるとおり、人事院勧告の中で、30代半ばまでの職員の、国の公務と民間較差で

35歳未満の方が差が開いておるというところで勧告がございましたので、それに基づいて

若年層の給料表を引き上げるというものでございます。 

 

○ 樋口博己委員 

 この割合というのは、具体的にこういう数字が示されておるということですか。 

 

○ 駒田人事課長 

 国の給料表と私どもの給料表は同じものをつくっておりますので、それと具体的な数字

で上がっておるというところでございます。 

 

○ 内田総務部長 

 議案書のほうに給料表の前後を載せさせていただいておりまして、今、課長が申しまし

たように、それは国と同じ給料表になっておるところでございます。 

 

○ 樋口博己委員 

 国と一緒にせなあかんというふうな法律なんですか、制度なんですか、運用なんですか。

何かそういう指針があるんですか。 

 

○ 駒田人事課長 

 国と同じものにしなければいけないということではございません。独自の給料表という

のもつくってみえる自治体さんもございますので、四日市は、今まで国の給料表に準じた

形で国に準拠という形でさせていただいております。 

 

○ 樋口博己委員 
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 全国で、地方自治体の地域に対する補填とかありますよね、調整の。そういうのも含め

て、四日市が全国の地方自治体で、収入がどれぐらいだというランキングとかも出ている

ので、それぞれの歴史の中のぶらつきがあるというのは事実ですよね。そうすると、国か

らの人事院勧告の指針がある中で、少し初任給なり30代半ばの職員に対して、四日市はよ

り手厚くするということは四日市の判断でできるわけですか。 

 

○ 駒田人事課長 

 できるかできないかというところで言えばできると思いますけど、それなりに、どれぐ

らい四日市の市と民間と較差が開いておるかとか、そのような調査は必要かとは思います

けれども。 

 

○ 樋口博己委員 

 特に技術職なんかは何度も募集しながら、採用通知を出しながら民間に流れるというこ

ともありますし、一つの初任給、来年の４月で18万8700円ということは、高くはないと思

うんですよね。当然、首都圏の平均からすると低いですし、大学の新卒の平均給料よりも

低いと思うんですよね。できないことはないと思うので、そういうことも少しのことかも

わかりませんけど、初任給の金額とか、若い世代の収入において、四日市独自で積極的な

採用をしていくんだという姿勢も必要なのかなと思いますので、また、休会中調査でする

予定になっていますけど、何でしたっけ。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ロストゼネレーション。 

 

○ 樋口博己委員 

 ロスジェネの世代のそういう声もこれから考えていただきたいと思いますし、人は減っ

てきますから、どうやって四日市に人材が来ていただくかということも、一番如実なのが

給料があると思いますので、一度そういうことも考えていただきたいなと思います。きょ

う、あすで答えができることではないと思いますけど、次の人事院勧告が出るタイミング

までに四日市の考え方を整理いただいて、そこで何か示せるようにお願いしたいなと思い

ますけれども、部長、何か少しコメントをいただければと思います。 
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○ 内田総務部長 

 まず、給料のほうから申しますと、国の給料表は、行政と民間の差で、民間の一番低い

ところに合わせて給料表はつくられているというところはあります。それと、各地域の経

済状況等々で較差をつける部分が、今、委員がちょっとおっしゃられた地域手当、一番底

辺で給料表をつくっておいて、あとは地域に応じて地域手当を20％とか10％とか８％とか、

そういうふうなことで地域間の較差が地域手当によって保障されておるというつくりにな

っていまして、それは市としても、考え方は国準拠と今、課長が申しましたけど、それは

そうであるというふうな認識です。 

 あと、初任給をどの給料、１級の何号にするかというのは、自治体によってばらばらで

すけれども、四日市が例えば独自に今の水準よりも高いところからスタートさせるという

のも、これは考え方としては、給料表は国の給料表を使いますけれども、どこからスター

トするかというのは、ちょっとまたいろいろ考える必要があるということですし、それか

ら、採用するときの年齢制限、今は29歳以下になっていますが、それをもうちょっと引き

上げる。先日も森川委員のご質問でも、年齢の引き上げというのはこれからも考えていか

なあかんというのは、我々も、特に技師は思っていましたので、そういうことがあるとい

うこと。 

 それから、あと採用が難しい職、今回でいうと技師もそうですし、昨年、ちょっと条例

改正させてもらったのが獣医師、これは制度的に初任給調整手当というのがあって、最初

の10年間は初任給を引き上げるという、随時10年間で下がってきますけれども、初任給を

引き上げるための手当も用意されていますので、そういったところを、我々、今、人事制

度として持っておる部分でさらに採用につなげるようなことがあれば、これは前向きに考

えていきたいと、このように思っております。 

 以上です。 

 

○ 荻須智之委員長 

 産業都市で就職状況もいいということでは、やはり給料も上げないと公務員にならない

ということもあるのかということですね。 

 ありがとうございます。 

 樋口委員、よろしいですか。 
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○ 駒田人事課長 

 済みません、大変お待たせをいたしました。 

 先ほどの樋口委員からのご質問で、現在、大卒の年収が339万7680円、今回の改正で342

万4905円で、２万7225円の上昇という形になります。高卒の場合は、現在が277万6950円、

それで、改正によりまして281万1435円、３万4485円のアップという形でなります。 

 以上でございます。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ありがとうございます。 

 よろしいでしょうか。 

 市民の方、１名、傍聴に入られております。 

 ほか、ご質疑はいかがでしょうか。 

 

（なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 ほかにご質疑もないようですので、質疑をこれにて終結いたします。 

 続いて、討論に移ります。 

 討論がありましたらご発言願います。 

 

（なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 別段討論もないようですので、これより採決を行います。 

 反対表明がありませんでしたので、簡易採決とさせていただきます。 

 議案第63号四日市市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に対する条例の一部改正につ

いてないし議案第66号四日市市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正につ

いては、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 
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（異議なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 ご異議なしと認め、本件は可決するべきものと決しました。 

 

 〔以上の経過により、議案第63号 四日市市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関

する条例の一部改正について、議案第64号 四日市市長及び副市長の給与及び旅費

に関する条例の一部改正について、議案第65号 四日市市職員給与条例の一部改正

について、議案第66号 四日市市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部

改正について、採決の結果、別段異議なく可決すべきものと決する。〕 

 

○ 荻須智之委員長 

 これで総務所管部分の議案審査を終了いたします。 

 理事者の一部入れかえがありますので、委員の皆様はしばらくお待ちください。 

 それでは、これより所管事務調査として、令和元年度第１回及び第２回人権施策推進懇

話会並びに令和元年度第１回同和行政推進審議会について報告を受けたいと思います。 

 資料の説明を求めます。 

 

○ 石田人権・同和政策課長 

 人権・同和政策課の石田でございます。よろしくお願いいたします。 

 所管事務調査についてご説明いたします。 

 資料のほうは、タブレットの0711月定例月議会、04総務常任委員会、それから002総務

部（所管事務調査資料）というところをお願いいたします。 

 まず、130分の２ページをごらんください。 

 人権・同和政策課が所管いたします人権施策推進懇話会については、今年度、年間３回

の開催を予定しております。 

 そのうちの２回を既に開催しております。 

 また、同じく所管いたします四日市市同和行政推進審議会については、年間２回の開催

を予定しておりますが、そのうち１回を開催しましたので、本日は、そのご報告をさせて

いただきます。 
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 めくっていただきますと、４ページをお願いいたします。 

 ４ページが第１回人権施策推進懇話会について概要をまとめたものでございます。 

 第１回目の人権懇話会は、７月24日に開催をしました。４ページのこれまでの懇話会の

経過のところにありますように、例年、第１回目の懇話会では、前年度に実施されました

人権施策の内容をもとに、四日市人権施策推進プランの進捗管理及び評価について議論を

いただいており、今回も同様にご意見をいただきました。 

 委員の主な意見等のところでございますが、（１）の本市の人権施策についてのご意見

ですが、児童虐待の対応については、担当課を含めた全庁的な取り組みが必要であるとい

うご意見や、今後、外国人労働者の増加や多国籍化が見込まれることから、これまで以上

に多言語対応が必要であるなどのご意見をいただいております。 

 加えて、四日市人権施策推進プランの見直し案についても意見をいただいております。 

 この見直しは、基本的な理念はそのままということで、現状の課題、語句、法律、事業

等の記載を新しく見直すということで行っておる見直しでございます。 

 四日市人権施策推進プランの見直しについて、委員からは、委員の主な意見等の（２）

のところでございますけれども、委員の意見をいただいております。 

 初めにの中に、現状の課題として、高齢者や外国人などの暮らしに密接した課題や事例

を入れてはどうか。それから、高齢者が活躍したくても、バリアフリー化などの環境が整

っていないなどのご意見をいただいております。 

 ５ページをごらんください。 

 ５ページからは当日の資料でございまして、６ページは委員の名簿でございます。 

 委員は、学識経験者１名と７団体から７名の計８名でございます。 

 また、７ページから35ページが全部局の人権に関する施策、177事業をまとめたもの、

それから36ページから78ページまでがプランの見直しに関する資料でございます。 

 それから、次に、80ページをごらんください。 

 80ページが、第２回目の人権施策推進懇話会について概要をまとめたものでございます。 

 第２回目の懇話会は、10月28日に開催いたしました。議論の内容は、前回に引き続き四

日市人権施策推進プランの見直しでございます。委員からの主な意見等としましては、１

回目にいただきました意見を反映して修正したところですけれども、初めににおいて、高

齢者等の移動が困難な状況や生きがいを持って社会参加しやすい環境づくりの必要性が、

追加されたと。より現状に即した具体的な内容となったというご意見をいただいたり、本
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来、その人が持っている力を引き出す取り組みであるエンパワーメントの取り組みの充実

に期待したいという意見であったり、バリアフリーのまちづくりについて、施設の整備だ

けではなく、例えば避難所運営など、さまざまな課題の解決のために関係部局の横断的な

連携についての記述を加えるとよいとのご意見をいただきました。 

 なお、この懇話会は、今年度３回の開催を予定しておりまして、３回目は、１月に引き

続き人権施策推進プランの見直しを行うとともに、第１回目の懇話会でいただきました昨

年度の人権施策についての意見を取りまとめた人権施策の外部評価案について議論を行う

予定でございます。 

 なお、81ページから107ページは、当日の資料でございます。 

 続きまして、次ですが、四日市市同和行政推進審議会についてでございます。 

 109ページが、本年度第１回目の会議の概要をまとめたものでございます。 

 109ページのこれまでの審議会の経過と審議内容のところでございますが、この四日市

市同和行政推進審議会は、広く同和問題の解決に向けた重要事項の審議を行うこと。また

は、教育・就労を重点課題として審議をいただくことを目的としたもので、今年度は、10

月11日に開催しましたが、あらかじめ行われました教育・就労と市営住宅の二つの専門部

会の取り組みを受けまして、審議会ではこれらの部会の報告についての協議の場とさせて

いただいております。 

 110ページからは当日の資料でございまして、111ページが委員名簿でございます。 

 111ページの一番右の欄をごらんいただきますと、学識経験者２名、関係機関等の代表

12名の合計14名の委員名簿でございます。 

 112ページのほうをお願いいたします。 

 112ページの表の上のほうの名簿が、教育と就労という専門部会等で検討していただく

専門部会の委員の名簿でして、学識経験者１名と、関係機関等の代表４名の合計５名の委

員名簿でございます。 

 同じく、112ページの下の名簿ですが、市営住宅の専門部会の委員名簿でございます。 

 113ページから125ページが、昨年度の教育就労の状況についての資料、126、127ページ

が市営住宅の一般化に向けた取り組みについての資料でございます。 

 これらにつきまして、委員からいただきました意見につきましては、109ページへ戻っ

ていただきまして、109ページの委員からの意見のところをごらんください。 

 中段より下になります委員の主な意見等のところですが、そこにまとめてございます。 
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 一つ目が、低学力傾向の解消や進路、就労保障のための支援については、将来、自立し

た生活ができる実力を子供たちに身につけさせるという視点を常に持って取り組んでほし

い、あるいは、就労支援については、雇用の形態や条件によって離職率が左右されるため、

地域住民の就職後の状況も注視してほしい。それから、各企業が設置する公正採用選考人

権推進員というのがございますが、それの人権意識が高まることで、企業における人権教

育や差別撤廃教育の推進が期待できる。よって、ハローワークとも連携をして推進員を生

かす取り組みを強化すべきなどのご意見をいただきました。 

 資料の128ページですが、128ページは、四日市市部落差別の解消の推進に関する具体的

方針を掲載してございます。 

 これにつきましては、平成28年に制定されました部落差別の解消の推進に関する法律を

受けまして、昨年度の審議会で策定をしてきたものでございます。 

 今回、10月の審議会では、具体的方針につきまして、その内容の確認にとどめまして、

この方針に基づく四日市市の事業の取りまとめというのを１月に開催する今年度第２回目

の審議会で行う予定としております。 

 説明は以上でございます。 

 

○ 荻須智之委員長 

 説明はお聞き及びのとおりです。 

 ご質疑はありましたら挙手にてご発言願います。 

 

○ 樋口博己委員 

 第２回の人権施策推進懇話会で、委員の方が８名中４名欠席してますよね。また、行政

職員の委員さんも５名中４名欠席になっているんですけれども、８名中４名欠席で会議と

しては成立するのかもわかりませんけど、どうなのかなと思って見ていたんですが。 

 

○ 石田人権・同和政策課長 

 大変申しわけございません。 

 委員のほうの出席でございますけれども、当日までは１名欠席ということで承っており

ました。事前に聞いておったのは１名だけ、当日、体調不良が２名、急用ということで、

多分お仕事だと思うんですが、入られたのが１名ということで、４名でどうしようかとい
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うところだったんですけれども、実は、事前に欠席といただいた委員と、当日、体調不良

という連絡をいただいた委員さん２名から、事前に資料の中身を説明する中で意見もいた

だいておったものですから、それを使わせていただくということをお電話で承諾を得て、

会議のほうをさせていただきました。 

 

○ 樋口博己委員 

 会議規則上は、過半数で４名で成立するということなんですね。 

 行政の職員の４名欠席というのは、なぜなんですか。 

 

○ 石田人権・同和政策課長 

 議会の特別委員会の関係でこの日が重なりまして、同和行政推進監、総務部長等が欠席

となりました。 

 

○ 樋口博己委員 

 しっかりと議論はされたんだろうなと思いますけれども、委員の方も事前に意見をいた

だいていたということなのでいいとは思いますけれども、説明の中でそういうところも触

れていただくとよかったのかなと思います。 

 第１回も行政職員が２人欠席になっていますよね。人権・同和のときも、同和行政でも、

これは行政職員23名中10名欠席になっていますけど、これはどういう理由でしょうか。 

 

○ 石田人権・同和政策課長 

 推進監の欠席のほうも、特別委員会で欠席でした。代理出席をお願いしまして、各部局

から出席をしていただいています。 

 

○ 樋口博己委員 

 委員の方の２人の欠席というのは、学識の方なのか、関係地区代表なのか、その辺だけ

教えていただけますか。学識行政なのか、関係地区代表なのか。 

 

○ 石田人権・同和政策課長 

 関係団体代表が１名、それから地区代表が１名でございます。 
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○ 樋口博己委員 

 欠席された方に関しても事前にご意見もいただいておったということでいいんですかね。 

 

○ 石田人権・同和政策課長 

 こちらのほうは、関係団体の代表の方も当日の急でございまして、そちらのほうは意見

はいただいておりません。地区の代表の方については、あらかじめお話はさせていただい

て、特にご意見はいただかなかったですけれども、一通り説明をさせていただいたところ

でございます。 

 

○ 樋口博己委員 

 わかりました。 

 年に何回も何回も開催する会議ではないので、事務局としては、最善の日程を組んで、

事前に周知いただいてやっていただくんだとは思いますけれども、結果として、これは欠

席、人の体調もありますので、いろんなこともあると思いますけど、改めて、欠席者が出

ないように対応いただきたいとともに、２回目ですか、これ、４名欠席が会議としてどう

なんだとはなかなか言いがたいですけれども、やっぱりその辺は説明の中できちっとこう

いうふうに対応していますというぐらいの説明は必要なのかなと思いますので、よろしく

お願いしたいと思います。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ほかにご意見、ご質疑よろしいでしょうか。 

 

（なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 他にご質疑もありませんので、本件はこの程度とします。 

 これで総務部所管の議題は全て終了いたしました。 

 理事者の入れかえを行いますので、委員の皆様はしばらくお待ちください。お疲れさま

でした。 
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 それでは、これより政策推進部に係る議案の審査に入ります。 

 まず、部長よりご挨拶をお願いします。 

 

○ 佐藤政策推進部長 

 皆さん、こんにちは。引き続きよろしくお願いいたします。 

 今回、政策推進部のほうは、補正予算案が二つございます。一つは四日市港管理組合の

ほうの補正予算に対します県・市負担金の変更の件と、それから、もう一点、来年度、

123周年記念の記念事業ということでの補助事業に対する債務負担行為をお願いしており

ますので、よろしくお願いします。 

 それから、議案のほうでございますけれども、吉崎のほうの埋め立てのほうで、前回の

議会でもお世話になったんですけれども、土地が新たにできました。これで最終になりま

すけれども、新たな土地の区域変更ということで議案を上げさせていただいておりますの

で、よろしくお願いいたしたいと思います。 

 以上です。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ありがとうございます。 

 

    議案第54号 令和元年度四日市市一般会計補正予算（第６号） 

     第１条 歳入歳出予算の補正 

      歳出第８款 土木費 

         第５項 港湾費（人件費補正部分を除く） 

     第３条 債務負担行為の補正（関係部分） 

 

○ 荻須智之委員長 

 それでは、総務分科会として、議案第54号令和元年度四日市市一般会計補正予算（第６

号）、第１条歳入歳出予算の補正、歳出第８款土木費、第５項港湾費（人件費補正部分を

除く）、第３条債務負担行為の補正（関係部分）についてを議題といたします。 

 資料の説明を求めます。 
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○ 伊藤政策推進部次長兼政策推進課長 

 政策推進部次長の伊藤です。皆様、よろしくお願いいたします。 

 それでは、タブレットのほう、コンテンツ一覧のほうに戻っていただきまして、0711月

定例月議会、04の総務常任委員会、003の政策推進部のところをよろしくお願いします。 

 よろしいでしょうか。 

 

○ 荻須智之委員長 

 よろしいですか。 

 お願いします。 

 

○ 伊藤政策推進部次長兼政策推進課長 

 それでは、タブレットのほうをめくっていただきまして、５分の３ページのほうをよろ

しくお願いいたします。 

 政策推進部における、まず、第１点目としまして、四日市港管理組合の負担金の補正に

ついてになります。 

 今回の補正予算案としましては、主には、国の補助内示に合わせて減額補正するほか、

単独事業費及び人件費等の補正となっていまして、一般会計の全体の補正額としましては、

２億1006万9000円の減額というものでございます。 

 内訳といたしまして、主なものを下記に記載しています。 

 総務費では555万4000円の減額となっていまして、主な減額の要因としましては、風向

風速計の改修工事及び検潮システム整備工事につきましては、まず、入札差金によるもの

になります。 

 それから、人件費につきましては、育休の復帰予定から育休の継続となったための減額

となっているものでございます。 

 続いて、港湾管理費になりますが、まず、ソーラス機器の監視システムにつきましては、

当初予算措置後に故障が発生したために、その機器更新費用を2541万1000円の追加、また、

三重造船の跡地の後ろの護岸の矢板護岸の補修工事につきましては、電気防食等の工事の

追加ということで3500万円の増額となってございます。 

 その次、港湾建設費になります。こちらは、国の補助等の内示による減額補正となって

いまして、80号岸壁のガントリークレーンのかさ上げ設計につきましては、平成30年台風
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21号により他港での浸水被害を受けて、全国で緊急点検が行われ、今回、対象のクレーン

についても、点検の結果、被害を受ける可能性が高いということが判明したもので、波の

影響を受けないようにするために電気系統等をかさ上げすることにより対応するという設

計に係るものでございます。 

 続きまして、27号岸壁、１号地地区護岸、80号岸壁延伸に関しましては、国の内示によ

る補正になります。 

 一方で、下から２行目の25号岸壁の防舷材につきましては、自動車企業の取り扱い増加

による影響で、自動車専用の船舶に対応する防舷材の取りかえ工事となってございます。

こちらは、国の内示によって合計で２億6668万円の減額となってございます。 

 ３の補正予算額のところでございますけれども、分担金、負担金としましては、三重県

が55.6％、四日市市44.4％の負担割合になりますことから、本市分としましては、網かけ

がしている箇所となりますけれども、1475万1000円の減額、下の表の歳入欄において網か

けしている箇所が市負担金の箇所となりますけれども、市負担金としては、総額で12億

651万2000円ということになります。 

 四日市港管理組合のほうの説明は以上となります。 

 続きまして、タブレット５分の４ページのほうをよろしくお願いいたします。 

 市制123周年市民企画イベント補助事業費、債務負担行為になります。 

 こちらの事業につきましては、市制120周年イベントと同様のものとなってございます

けれども、交流人口の増加と本市の魅力を再発見し、愛着を深める機会とするため、市民

等の皆様が企画実施いただきますイベントに対して、経費の一部を補助するというもので

ございます。 

 まず、一つ目としまして、市民企画イベント補助事業をごらんください。 

 （１）の対象事業としましては、来年度、令和２年４月１日から令和２年度末の間に開

催するイベントに対しまして、下記の１から３の３点のいずれかに該当する事業としまし

て、ただ、団体等がこれまで実施してきた事業は対象外としまして、この記念の年に向け

ての新規事業、拡充分の事業を対象にしていきたいと考えているものでございます。補助

額は１件当たり100万円を限度としまして、補助率は３分の２としていきます。 

 タブレットのほうをめくっていただきまして、５分の５ページをお願いいたします。 

 ２としまして、今後のスケジュールについてになりますけれども、市制120周年の際に

は、平成29年度の当初予算として補助金の予算を計上しました。しかし、４月当初にイベ
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ントを企画する団体からは、利用していただきにくいといった課題もありました。 

 こうした課題を踏まえまして、今回、123周年記念におきましては、令和２年４月の当

初からイベントを企画していただく団体の方にも利用していただきやすいような制度とす

るために、今年度から対象事業の募集や審査、交付決定ができるように準備していきたい

と考えております。 

 そのために、今回、11月定例月議会におきまして、補助事業に係る経費の債務負担行為

に係る補正予算議案を上程させていただいたというものでございます。 

 スケジュールに戻りますけれども、議決が賜った後に１月に補助要綱の告示、２月初旬

から周知募集を開始し、中旬から受け付けを開始していき、審査会を経まして、４月１日

以降の円滑なイベント開催につなげていきたいと考えています。 

 参考に市制111周年、120周年の概要につきまして記載させていただいいています。補助

限度額、補助率につきましては、同様の補助となってございまして、それぞれ実績は72件、

56件となってございました。 

 なお、前回の120周年のときは、年度途中で補助金の予算をオーバーするという結果も

ありまして、募集期間を繰り上げて締め切ったという経緯もありましたので、今回はその

予算を上回る3300万円の予算とさせていただいております。 

 説明のほうは以上となります。 

 

○ 荻須智之委員長 

 説明はお聞き及びのとおりです。 

 ご質疑がございましたら挙手にてご発言願います。 

 

○ 豊田政典委員 

 ５ページの過去の記念事業と比べて見ていたんですけど、５ページの111周年、120周年

でコンセプトと書いてある部分は、今回の４ページのタイトルの下、市民、企業、行政が

一体となって云々というところに対応するというふうに私は読めたんですけど、そこまで

はわかる、目的とか効果とか。その部分は理解するんですけど、その下に１、（１）対象

事業となって、①から③までありますよね。例えば子供と家族を社会で支えるというのが、

上のコンセプトらしきものと、僕の頭の中でうまく結びつかないわけですよ。子供と家族

を社会で支えるというのが本市の魅力の発信なのか、交流人口につながるのか、市民が本
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市の魅力と愛着を深める、その辺は関係あるのかな。 

 つまり、①②③が上のコンセプトとよくわからないんで、少し対象事業の考え方を説明

いただきたいなというところですね。 

 

○ 伊藤政策推進部次長兼政策推進課長 

 上段の４行の説明分に対して、対象事業とする３点のつながりということでのご質問に

なりますけれども、こちらは、まず、上段の４行につきましては、これまでのコンセプト

に近いようなコンセプトを掲げさせていただいています。120周年のときの対象事業とい

うのは、今の１、２、３に近しいところもあるんですけれども、子育て環境を整備するで

あるとか、地域の多様な能力を生かすといった四日市の魅力を磨くといったような形で対

象事業をしていたというのが120周年でございました。 

 今回なんですけれども、こちらの３点につきましては、現在、総合計画をこれからご審

議いただくことにはなりますけれども、重点的横断戦略プランで三つの戦略プランを掲げ

ています。基本的には、そちらに合った趣旨のもので、皆さんに取り組んでいただいて、

上段の交流人口、魅力を再発見し、愛着を深めるということにつなげていくようなものに

していきたいという考えで、この三つを上げさせていただいてございます。 

 

○ 豊田政典委員 

 対象事業の①②③が該当する事業、取り組みというのは、余りイメージできないという

のと、そもそも123は記念周年なので、何かみんなで事業をやろうぜというところまでは

わかるんですけど、目的は４行あるんですけど、どれが一番重点なんですか。魅力発信な

のか、それにつながる来街者に来てもらう、魅力を発信してと、それはわかる。 

 後段の２行目後半から市民が本市の魅力を再発見し、愛着を深める機会、ちょっと色合

いが随分違うように思って、後段のほうに①③ぐらいかな、結構近いような気がするし、

何がやりたいのかよくわからないので、説明してください。 

 

○ 伊藤政策推進部次長兼政策推進課長 

 うまくお答えはできないかもしれませんけど、上４行は、両方がつなげていきたい目的

というふうに捉えていただいたらいいのかなと思ってございますが、何が何でも市民企画

イベントをしていただくということですと、趣旨としてずれていくのかなというところで、
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私どもとしては、この３点について、123周年に向けて市民の皆様と取り組むというもの

を前提としてイベントの補助をしていきたいというふうに考えてございます。 

 

○ 豊田政典委員 

 じゃ、聞き方を変えますが、周年事業は平成20年度以降は３回目であると。111、120、

123周年それぞれの目的というか、違いというか、事業の趣旨というか、ストーリーをう

まく流れに沿って説明していただけますか。つまり語呂のいい数字なので、それを捉えて

何かやろうぜみたいな乗りに見えてしまうわけですよ、意地悪に言えば。そうじゃないは

ずなんです、きっと。111周年は、これは並んでおるだけですね、111と。まあ、わからん

でもなかった。120周年は切りがいい。123周年は、だから、やっぱり無理やりにでも意味

づけをちゃんとしないと、予算をとる資格がないです、こんなもの。市民の金でやるんだ

から、そこをうまく説明できますか。即答せなあかんやろう、そんなの。 

 

○ 佐藤政策推進部長 

 まず、111周年のときのこの事業というのは、どちらかというと、市民の皆さんがもう

ちょっと地元のことも市内のことも知っていただいて、市内に対する愛着も深めていただ

こうと、そういうところがどちらかというと主であったかと思います。ですから、こちら

のほうは、どちらかというと、地域の団体のほうからのご要望が結構多くございました。 

 次の120周年の前回のときには、111周年で高めました郷土の誇りとか愛着をもとに、そ

れをもう少し外に発信できるようなということで、地域にこだわらず、できるだけ地域外

の人が参加していただくようなイベントにしてくださいよというような格好で、まずは市

外まで行けばいいんですけれども、市内においても、地域の外の人に地域の魅力を知って

もらうということで、そういうことで交流人口につなげていこうというようなところが一

つちょっと変わってきたところかなと思います。 

 今回の123周年でございますけれども、こちらのほうも、最終的には交流人口とか、外

へＰＲしていきたいということになっておりますけれども、今回、総合計画のほうに掲げ

ております三つの重点的横断戦略プランの子育て、教育、それからリージョンコア、幸せ

わくわく四日市、この三つに分類しまして、ほぼさまざまな分野が、いろんなものが全部

入ってくるんですけれども、そういった取り組みを、当然行政も進めていきますけれども、

市民の皆さんもそういうところの視点で何か取り組みをしていただきたいなという思いが
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ございまして、それをもとに、四日市はこんなことができる、やっていますよというのを

発信していきたい。中には、シティプロモーションに特化したような事業も出てきてほし

いなという思いはございます。 

 余りはっきり説明できなくて申しわけございません。 

 

○ 豊田政典委員 

 もう一回だけしゃべって、ほかの方のご意見も聞きたいなと思うんですけど、この１、

２、３は、総合計画でいうところの重点的横断のワン、ツー、スリーに対応していると言

われましたよね。重点的横断の大きなコンセプトの①②③、そういうことなのね。言葉が

ちょっと違うので、よく気がつきませんでしたが、それはまあいいとして、111周年、120

周年との流れはよくわからないし、余り関係ないんですか、流れ的には、過去２回と。 

 それから、周年記念とするけど、123年なんて周年じゃないと僕は思いますけど、あえ

て言うなら、総合計画をつくろうとしている、あるいは４月から始まる年という記念です

ね。新しい総合計画が始まる記念みたいに、今の説明でいくとね。どういうことなんです

かね、これ。何の記念なのかよくわからないんですけれども。 

 市役所というか、総合計画も新しい10年が始まるから、市民も一緒に頑張ろうぜみたい

な感じ、何の記念なんですか、これ。記念って。 

 

○ 佐藤政策推進部長 

 名称は123周年にちょうどぴったし来ますので、そういう名前をつけさせていただきま

したけれども、120周年の事業をいろいろやらせていただいたときに、市民の皆さんから

もいろんな声をいただいています。なかなか四日市に住んでいて知らなかったことを、市

内外へ発信することができましたとか、これのおかげで事業ができました。また、こうい

うのも要望して次回もまたお願いしたいとか、そういうのもございましたし、初めてこの

周年事業をきっかけに始まって、今も続いている事業とか、そういったものもございます

ので、そういった声を受けまして、市民の皆さんの自分たちでも何かやっていこうという

高まりが出てきた。それを継続していきたいということで、今回の123年の年に合わせま

して、再度やろうかということで、予算を上げさせていただいております。 

 

○ 豊田政典委員 
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 最後と言いましたけど、もう一回だけ。 

 120周年とか111周年の事業総括というのはきちっとやって、議会にも報告して議論して

いたんでしたっけ。余り記憶がないので、申しわけない。 

 

○ 伊藤政策推進部次長兼政策推進課長 

 特にこういった協議会なり委員会の場で総括ということでお話はしたということですと、

決算議会のときにこういう事業であったというところでお話をさせていただいたのが、ど

ちらかというと、それだけでとどまっている。もしくは、一般質問なんかでご意見をいた

だいて、その総括という意味で答弁したというのが今までの総括の仕方で終わっていると

ころでございます。 

 

○ 荻須智之委員長 

 よろしいですか。 

 

○ 土井数馬委員 

 さっきの豊田委員の件で、あれは冊子が出ていましたわ、111周年と120周年で、このぐ

らいの分厚い高そうなのが出ていましたわ、報告書で。120周年のは大分盛大なものが、

大分金がかかっておるんやないかなというのが出ておったけどね。総括的なことも述べら

れてはおったけど、また、やりましたというような報告みたいなことは確かにありました。 

 それと、111も周年と違うといったら違うかわからんですわね。444バザールとか、語呂

合わせは割と四日市は好きみたいで、ことし123周年も語呂合わせみたいなものですけれ

ども、ただ、私が思うのは、来年はオリンピックがあります。再来年は国体があると。シ

ティプロモーションを強化していこうというふうな方向でいっているものですから、その

ときにたまたま123周年が来るということで、シティプロモーション的に外へ発信すると

いうのが本来じゃないかなと思いますので、最初に指摘しておりました対象事業の１、２、

３というのは、何かしっくりこんですね、私にとっても。上の４行は前のとよう似ていま

すわ、これは。ほぼ同じじゃないかなと思いますので、あえてこれは変えずに、120周年

のときのようなコンセプトでも少し変えればよかっただけの、無理にこれを変えてしまっ

たので、当てはまりにくいのじゃないかなと思いますけれども、子供と家族を社会で支え

る、うんと幅広くとればどれかに当てはまるんだろうというふうな考え方かもしれません
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けれども、ちょっとこの辺は、確かに私もわかりにくいなというふうには思っております。 

 ですから、その中にも、今言いました来年がオリンピック、再来年が国体なんだと。シ

ティプロモーション的に四日市として123周年と、ぐんとここで全国に発信できるチャン

スがあるわけですよ。単に四日市での123周年を祝うというだけじゃなしに、外向けにオ

リンピックのときに盛り上がっているときに、そういったものも含めて取り組んでいくべ

きじゃないかなということは思います。ちょっとその辺が足らんのかな。 

 再来年が国体ですので、いよいよそれこそ来年の123周年というのをバネにして国体に

挑んでいく、取り組んでいく、シティプロモーションして、市民の皆さんにも四日市で愛

着を持ってもらうし、それを迎えるようなイベントも地域で組んでもらえれば、よそから

来た人にも楽しんでもらえるんじゃないかと思いますので、その辺の意味づけというか、

言葉足らずが少しここにはあるなというふうに私も思いますので、その辺を考えていただ

きたいなというふうに思いますが、お祭り的に記念的にやること、シティプロモーション

的にやるのにはいいんじゃないかなというふうには私は思っております。 

 意見も含めて、以上です。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ほかにいかがでしょうか。 

 

○ 笹岡秀太郎委員 

 私も土井さんと同じような思いで、いろんな機会を捉えて、地域の皆さんと一緒に事業

を盛り上げていったり、さまざまな事業で四日市をアピールするというのは大事なことだ

と思っているので。 

 振り返ってみますと、随分以前に111周年のときかな。次に123周年もあるじゃないかと

僕はここで発言したと思っておるんやけど、そのときの委員の皆さんは、そうだそうだ、

いいじゃんというイメージで議論はしたような思い出があるんですけど、その当時おった

理事者はいるかな、いないかな、ちょっとわからんけど。 

 例えば１、２、３なんて語呂を合わせてじゃだめかというとそうでもなくて、別に123

周年を活用して、四日市のまちが元気になれば、どんな切り口でもいいから活用していく

というのは私はいいことだなとは思っているので。 

 ただ、ちょっと今回、うちの小川議員が質疑したように、たまたま土井さんのおっしゃ
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るように、いろんな大きなイベントの年だけれども、選挙の年でもあるというところで、

小川さんの危惧するところは、いわゆる現職に有利になるような、そんなような誘導の仕

方はちょっとまずいんじゃないかと、こういう意見があったので、これだけはきちんと意

見していたので、委員会のほうでもそのあたりを留意していただいて、ただ、これは偶然

ですから、意図してしたわけでは私はないと思うし、さまざまな周年事業のときでも、そ

ういうときがあったかもしれない。 

 ただ、トップがそれを活用してというところに危惧されるような、あるいは市民から批

判を受けるようなところのないように、しっかりと留意していただいて取り組んでいただ

くということで、しっかりと取り組んでいただきたいなというふうに思っております。 

 以上です。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ご答弁を求めますか。 

 

○ 笹岡秀太郎委員 

 要りません。 

 

○ 土井数馬委員 

 今危惧されていた市長の選挙のことですけど、これはおかしいんやね。対象事業の１、

２、３がどうも総合計画に出てきそうな言葉で来ておるもんで、余り上の４行と乖離して

いるような感じもするので、その辺もまた考えてみてください。前のコンセプトのような、

単純なはっきりわかりやすいものにしたほうがいいんじゃないかなと思いますので、これ

はお願いしておきます。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ご意見ということで、ほかにいかがでしょうか。 

 

○ 森川 慎委員 

 次の周年記念は何年になる予定なんでしょうか。 
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○ 伊藤政策推進部次長兼政策推進課長 

 基本的に周年という言葉でございますので、毎年毎年やるという意味からすると当然外

れてくるということで私どもはもともと考えてございまして、今回は１、２、３という皆

さんのいただいたような語呂もありますけれども、次回とすると130周年という形にはな

ってくるかと思います。 

 

○ 森川 慎委員 

 そうすると、111周年から120周年で10年に１回ということで周年イベントが続けられ、

約10年ですけど。そうすると、今回は10年の間に２回やるということになって、私も豊田

さんにどっちかというと近くて、何で123周年を祝わなあかんのかなと、私は余りようわ

からんし、コンセプトも明確になっていないし、おもてなしの云々とか、外から呼ぶよう

な市民活動を盛り上げるような、何かふにゃふにゃっとして、何とも言えん軽薄というか、

軽率というか、そういう提案に私には思えます。 

 この補助金自体、ちょっと当てにしておる人たちとかも地域にはおるにはおるので、も

ちろんこういうことをとらまえて補助をしていこうというのはわからんではないですけど、

やっぱりもう少しこうしたいというのが見えてこないと、決して頭から反対するつもりは

ないけど、もうちょっと慎重というか、丁寧な企画をいただきたいなというのが思いです

けど、どうですかね。いろいろ、ちょっと今軽いん違うかなと思っているんですけど、役

所の提案が。ご意見をいただきたいと思いますが。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ご答弁、どなたから。 

 

○ 佐藤政策推進部長 

 いろいろご意見をいただきました。どうもテーマというか、コンセプトがよくわからな

いなというなんでしょうかなと思います。 

 私の思いとしましては、今の①②③ぐらいの書き方というのは、これだけではわかりに

くいのかなと思うんですけれども、やっていただくイベントなんかの内容については、総

合計画の三つの３本柱につながるようなものも持ってきてほしいなという思いがあります

けれども、それをベースにして、それが外向けにプロモーションにつながるようなものを
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やっていただければ一番ありがたいなと思っています。 

 例えば子供の関係ですと、子供で何かこんなイベントをやりましょうと。それをもう少

し外を向いて発信していけるようなやり方をしていただくとか、そういうのができないか

なというふうな思いはございますけれども、実際に募集要綱等をつくるに当たっては、そ

の辺をもう少しわかりやすくしていかんとだめかなというふうなことで思ってございます。 

 それと、乗りが軽いんじゃないかということでございますけれども、既に皆さんにも伝

えさせていただいていますように、123週年を機に、ハーフマラソンでありますとか、そ

れからＢ１の四日市グランプリとか、そういったものをやっていこうというのはございま

す。当然そういうのをやりながら、市民が一つの心になって何かに取り組むという、市民

の心を一つに醸成していくといいますか、そういう機会の手段としても捉えたいなと思っ

ています。 

 ひいては、次に控えております国体、あるいはとこわか大会、こちらのほうへのおもて

なしの醸成というのを市民が一体となることによって持っていただく。そういったことも

狙いたいなというふうには思ってございますので、実際の要綱等の作成に当たっては、十

分留意させていただいて、つくっていきたいと思います。 

 

○ 森川 慎委員 

 ①から③までって、総合計画ですから、今は全部含まれておるといえば含まれておるん

ですね、全部網羅して。その中で、あえて3300万円を使って、市民の皆さんに何かしてほ

しいというわけですから、それはそれ相応に、豊田委員も言われたように、何か明確な目

的なり、目標があってやられるべきだと思うし、私は、募集のときにそうやってブラッシ

ュアップされることを期待しますので、よく検討していただきたいと思います。 

 終わります。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ほかにいかがでしょうか。 

 

○ 豊田政典委員 

 ほかの委員の皆さんの意見も聞いてなるほどなと思う部分もあったので反対はしません

けれども、要請したいのは、今、森川委員も言われたように、①②③は、僕にとっては①、
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③とかはかなり限定的になっちゃっているのかなという気がするし、②は何をしていいの

かよくわからない。とにかくわかりにくいので、特定の団体だけが理解するのでは意味が

ないので、募集要綱、募集のときにきちんと市民の皆さんにわかりやすいようにつくって

いただきたいし、１月中旬までに、また総務委員会に募集要綱の内容を示していただきた

いなと。機会があるのかないのかよくわかりませんが、見せてほしいなというのが一つと、

それから、総括がきちんと事業終了後は必要だと思います。補助金をもらって、きっかけ

になってよかった。そんなのはとろくさい話ですよ、僕に言わせると。補助金もなしでで

きないようなイベントなんてやめてしまえと僕はずっと思っていますから。 

 いやいや、それが最初のきっかけであって、その後は発展していったという話も少しさ

れましたから、そんなことも示していただきたいし、あるいは単発的なイベントで終わっ

ているものが多いのか少ないのか、単発でもいいんですけど、どんな効果があったのかと

いうのが、土井委員は読まれたというんですけど、僕は読んでいないだけかもしれません

が、個々のイベントの総括も必要だし、全部の56件、72件やってみてどうだったのかとい

うのも、また決算の機会でもいいですから、丁寧に議会にも示していただいて、検証する

必要があるのかなと、130周年に向けて。そのことも今お願いしておきたいと思いますが、

いかがでしょうか。 

 

○ 佐藤政策推進部長 

 今、ごもっともなご意見をいただきましたので、それを念頭にまずやるところから考え

ていきたいと思います。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ほかにいかがでしょうか。 

 

○ 土井数馬委員 

 111周年のときに、議会で東海道ウオークをしておるんですけど、そのときに赤い帽子

をつくったんですよ、111周年という。来年が東海道ウオーク20周年なんですよ。盛大に

やりたいというふうに思っておるもんで、四日市中で123周年が開かれるときに、たまた

ま東海道ウオークを20回目を歩くというというふうなこともできるわけですので、さっき

部長が言っていたように、Ｂ１グランプリとか、私も言いましたけど、シティマラソンと
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か、サイクルスポーツとか、よそから呼ぶような行事もたくさんあるわけで、それを全面

的に出していくような形も、もう一回、きちっと出せということでしたので、記述をして

いただきたいし、もうちょっとわかりやすくしていただきたいなと思っております。 

 議会の皆さんにも声かけして、東海道を盛り上げたいなというふうなことも僕なんかは

思っていますので、そのときはよろしくお願いいたします。 

 もう一つ忘れていました。 

 次は130周年やと言いましたけど、令和４年４月４日もしそうな気配がしてきたなと、

４、４、４でと。 

 以上です。意見です。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ありがとうございます。 

 111周年で東海道ウオークで赤い帽子をつくって、123周年は22周年目になりますけれど

も、第20回になるんですか。途中抜けている。 

 

○ 土井数馬委員 

 111周年のときやと、続けておって、そのときの企画に乗って、帽子に111というのをみ

んなでかぶって東海道を歩いた覚えがあります。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ありがとうございます。 

 ほかはいかがでしょうか。 

 よろしいですか。 

 

（なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 では、ご質疑もないようですので、これより討論に移ります。 

 討論がありましたらご発言願います。 
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（なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 討論もないようですので、これより分科会としての採決を行いたいと思いますが、よろ

しいでしょうか。 

 なお、全体会へ送るか否かは、採決の後にお諮りします。 

 いかがでしょうか。 

 よろしいですか。 

 

（異議なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 異議なしと認め、原則どおり採決を行いたいと思います。 

 反対表明がありませんでしたので、簡易採決とさせていただきます。 

 議案第54号令和元年度四日市市一般会計補正予算（第６号）、第１条歳入歳出予算の補

正、歳出第８款土木費、第５項港湾費（人件費補正分を除く）、第３条債務負担行為の補

正については、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 ご異議なしと認め、本件は可決すべきものと決しました。 

 それでは、全体会審査へ送るべき事項について確認を行います。全体会審査へ送るべき

事項について、委員の皆様からご提案がありましたら、挙手にてご発言願います。 

 

（なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 なしというお声をいただきましたので、全体会送りはなしとさせていただきます。 
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 〔以上の経過により、議案第54号 令和元年度四日市市一般会計補正予算（第６号）、

第１条歳入歳出予算の補正、歳出第８款土木費、第５項港湾費（人件費補正分を除

く）、第３条債務負担行為の補正（関係部分）について、採決の結果、別段異議な

く可決すべきものと決する。〕 

 

    議案第72号 あらたに生じた土地の確認について 

 

○ 荻須智之委員長 

 引き続きまして、総務常任委員会としまして、議案第72号あらたに生じた土地の確認に

ついてを議題といたしますが、休憩をどうしましょう。 

 では、このまま進めさせていただきますので、資料説明を求めます。 

 

○ 伊藤政策推進部次長兼政策推進課長 

 それでは、済みませんが、もう一度、コンテンツ一覧のほうまで戻っていただきまして、

0711月定例月議会は同様でございますけれども、01の本会議の104提出議案参考資料、こ

ちらの20分の13ページのほうをお願いいたします。20分の13ページになります。 

 

○ 荻須智之委員長 

 よろしいでしょうか。 

 では、お願いします。 

 

○ 伊藤政策推進部次長兼政策推進課長 

 こちらの議案につきましては、冒頭、部長のほうからもお話がありました、６月定例月

議会のときに提出しました議案第11号と同様のものでございます。三重県が新たな下水道

施設用地、北勢沿岸流域下水道の南部浄化センターの２期事業のものとなってございます。 

 四日市市の楠町におきまして、公有水面の埋め立てが竣功認可されたということから、

これに伴いまして、地方自治法の第９条の５第１項の規定、市町村の区域内に新たに土地

を生じたときは、市町村長は当該市町村の議会の議決を経てその旨を確認し、都道府県知

事に届け出なければならないによりまして、新たに生じた土地を確認するという議案にな

ります。 
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 １の竣功認可の概要をごらんください。 

 竣功認可の年月日としましては、令和元年10月17日。 

 ３としまして、埋立区域の位置としまして、四日市市楠町吉崎字三ノ割185番地の４か

ら吉崎字四ノ割83番地の２に至る間の地先の公有水面となってございます。埋立面積のほ

うは４万874.60㎡となります。 

 済みませんが、タブレット次のページを見ていただきますと、位置図となってございま

す。 

 ６月定例月議会のときには、平成31年３月済みと記載してございます２工区と４工区を

議案として上程してまいりましたけれども、今回は残りの部分の黄色で囲まれた部分のと

ころ３工区が対象となります。 

 説明のほうは以上です。 

 

○ 荻須智之委員長 

 説明はお聞き及びのとおりです。 

 ご質疑がございましたら、挙手にてご発言願います。 

 よろしいでしょうか。 

 

（なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 なしのお声をいただきました。 

 では、これにて討論に移ります。 

 討論がありましたらご発言願います。 

 

（なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 討論もないようですので、これより採決を行います。 

 反対表明がありませんでしたので、簡易採決とさせていただきます。 

 議案第72号新たに生じた土地の確認については、原案のとおり決することにご異議あり
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ませんか。 

 

（異議なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 ご異議なしと認め、本件は可決すべきものと決しました。 

 

 〔以上の経過により、議案第72号 あらたに生じた土地の確認について、採決の結果、

別段異議なく可決すべきものと決する。〕 

 

○ 荻須智之委員長 

 これで、政策推進部所管分の議題は全て終了しました。 

 理事者の入れかえがありますので、委員の皆様はしばらくお待ちください。 

 休憩をとらせていただきます。じゃ、35分まで休憩とさせていただきます。 

 

                                １４：２２休憩  

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

                                １４：３４再開  

 

○ 荻須智之委員長 

 それでは、会議を再開します。 

 それでは、これより危機管理監に係る議案の審査に入ります。 

 まず、危機管理監よりご挨拶をお願いします。 

 

○ 服部危機管理監 

 危機管理監の服部でございます。よろしくお願いいたします。 

 今回は、神前地区で工事を進めております総合防災拠点整備事業の令和２年度、来年度

の予算を増額する債務負担行為の補正をお願いしてございます。 

 また、これはお認めいただいた後の話になるんですが、工期の短縮を理由としまして、

１月20日の緊急議会で変更契約の議案を提出させていただいて、その後、委員会審査をし
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ていただいた後に、２月定例月議会の冒頭で採決をしていただくという変則の日程での審

査をお願いすることとなっておりますので、こちらもあわせてよろしくお願い申し上げま

す。 

 以上でございます。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ありがとうございます。 

 

    議案第54号 令和元年度四日市市一般会計補正予算（第６号） 

     第３条 債務負担行為の補正（関係部分） 

 

○ 荻須智之委員長 

 それでは、総務分科会として、議案第54号令和元年度四日市市一般会計補正予算（第６

号）、第３条債務負担行為の補正（関係部分）についてを議題といたします。 

 資料の説明を求めます。 

 

○ 真弓危機管理室長 

 危機管理室の真弓でございます。よろしくお願いいたします。 

 資料につきましては、タブレットの07、11月定例月議会、04総務常任委員会、204危機

管理監の４分の３ページをごらんください。 

 

○ 荻須智之委員長 

 よろしいでしょうか。 

 お願いします。 

 

○ 真弓危機管理室長 

 総合防災拠点につきましては、目的のところに書いてございますとおり、大規模災害時

に全国からの救援物資の受け入れや消防、自衛隊等の受援拠点となるほか、応急仮設住宅

用地に活用するものでありまして、今年度から工事に着手してまいりました。 

 今回、補正予算案をお願いする内容につきましては、２のところに記載してございます
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が、調整池及び活動広場の工事に着手したところ、地質調査による想定よりも調整池等の

地盤の状態が悪く、これはしみ出し水の水量が事前の調査より多くて軟弱地盤であったと

いうところから、追加の地盤改良工事が必要であると判明いたしました。 

 その結果、総事業費が債務負担行為の限度額を上回る見込みとなりましたので、超過分

の債務負担行為を計上するものでございます。 

 追加の地盤改良工事につきましては、以下二つほど書いてございます。 

 一つ目の工事といたしましては、調整池の掘削補助工法でありまして、調整池施工に当

たり、掘削時の現状地盤の安定性を確認するために試掘を行っております。経過観察を行

ったところ、掘削のり面の一部が崩落したため、掘削時の安全対策として、調整池構造物

背面地盤の改良工事を行うものでありまして、工事といたしましては7300万円を計上して

おります。 

 次のページをごらんください。 

 工事箇所につきましては、下の図面の左側の調整池周囲で赤く着色した部分でございま

す。 

 上の図面につきましては、概略工法図となってございます。 

 前のページに戻っていただきまして、二つ目の工事につきましては、（２）のところに

記載してございますが、活動広場の地盤改良でありまして、活動広場の地盤が当初の想定

よりも水を含んでいたため、改良工事の施工機種を変更し、地盤改良時に添加するセメン

ト量を増加するものでありまして、工事費といたしましては1739万9000円を計上してござ

います。 

 先ほど見ていただいた図面をごらんいただきますと、右側の活動広場、赤で着色した部

分がこの工事に該当いたします。 

 もう一度、前のページに戻っていただきまして、債務負担の追加につきましては、中段

の表にまとめております。上段には、補正前といたしまして、令和２年度までの限度額４

億3300万円でありまして、２段目の契約額につきましては３億8760万1000円をお認めいた

だいているというところでございます。 

 そして、このたび３段目の追加工事額が必要になってまいりましたことから、不足額と

して4500万円が生ずることになりましたので、追加をお願いするものでございます。 

 なお、工事のスケジュールにつきましては、一番下の表に記載しておりますとおり、こ

の工事の追加工事によりまして、工事期間が４月末から10月末まで延長する予定となって
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おります。 

 説明は以上となります。 

 

○ 荻須智之委員長 

 説明はお聞き及びのとおりです。 

 ご質疑がございましたら挙手にてご発言願います。 

 

○ 豊田政典委員 

 ４分の３ページの中ほどのつくっていただいた金額の表を見ながらお聞きするんですけ

ど、令和２年度の契約額については、これは入札なので、端数というか、こういう金額に

なるのはわかるんですが、あわせて地盤の状態によって、追加工事が発生するというのは

たまにありますから理解はするんですけれども、その際の今回の追加工事の7300万円とか、

1739万9000円と、この金額はどうやって決定するんですか。 

 

○ 真弓危機管理室長 

 中段のところの表でございますが、契約金額で計算してあるというところでございまし

て、（１）の調整池の掘削補助工法につきましては7300万円で、活動広場の改良工事、合

わせて、この補正を認めていただいた後、契約になりますが、予算としては合計で４億

7800万円ほど工事費が必要という形になってこようかと思っております。 

 

○ 豊田政典委員 

 そんなの聞いていない。 

 

○ 荻須智之委員長 

 7300万円とか、丸い数字になる根拠というご質問だと思います。 

 

○ 谷口危機管理室付主幹 

 危機管理室の谷口でございます。よろしくお願いいたします。 

 金額の根拠といたしましては、この工事に関しましては、河川排水課のほうに委託して

おるんですが、河川排水課さんのほうで積算していただいて、請負金相当額ということで、
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この金額となっております。活動広場のほうがちょっと端数があるのは、補正予算の関係

で金額を丸めさせていただいたほうがいいのかなということで、そこら辺の調整をさせて

いただいて、ちょっと端数が発生しておるという状態でございます。 

 以上でございます。 

 

○ 豊田政典委員 

 補正額というか、今回の限度額を丸めるために、合わせて399にしたと。 

 要するに、四日市市側が計算しておいてある数字ですよね。実際には、この予算が債務

負担行為が認められた後には、当該事業者、業者と何らかのやりとりをして、実際の契約

金額が変わってくると、そういう流れだというのは理解できたんですけど、あくまでも市

役所内部で概算金額を出して丸くおさめたと、そんなことでいいんですか。 

 

○ 真弓危機管理室長 

 そのとおりでございます。 

 

○ 豊田政典委員 

 それでいいのかな。 

 じゃ、この予算が認められて可決した後の業者との実際の金額の決め方というのはどう

やってやるんですか。 

 

○ 谷口危機管理室付主幹 

 請負金額に関しましては、当初の請負率、設計額に対する業者側の入札額の率を河川排

水課のほうではじいていただいた設計額に掛けまして、それで請負金額を決定します。 

 以上です。 

 

○ 豊田政典委員 

 参考のために聞いているだけなんですけど、追加交渉まで全部そうなんですか。 

 

○ 谷口危機管理室付主幹 

 はい、そうでございます。 
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○ 豊田政典委員 

 ありがとうございました。 

 

○ 荻須智之委員長 

 それで丸くなった。 

 

○ 竹野兼主委員 

 関連ですけど、この土地の購入のときに総務委員会におったので、土地を決めるのにい

ろいろと費用がかかって購入されましたやんか。場所的な部分のところで、面積要件、土

地の所有者の部分のところで結構な費用がかかっていて、それにあわせて、そこの土地に

は決まったけど、今度こういうような金額が出てきた。これ、例えば面積の部分のところ

で、坪幾らとかという話なのか。これ、金額って幾らぐらいになるんですか。 

 

○ 真弓危機管理室長 

 土地の購入価格という……。 

 

○ 竹野兼主委員 

 要するに、そうです。購入して、要するに今までにかかった費用も必要やという意味は

わかるんやけど、例えばこの土地の部分のところについては、その当時の総務委員会の中

では、霧がかかる場所であったりとかと、危機管理の部分のところの場所で本当に大丈夫

なのかという意見も聞いたことがあったので、そういう状況も含めて、値段的なものも含

めてとは思うんですけど、これにまだあわせて、今、追加という金額が上がってきたこと

を考えると、例えば場所でいうなら、山林みたいなところで、坪に換算すると、どれぐら

いの金額がかかるのかなというのを少しクエスチョンマークがあったので、坪単価にする

と大体どれぐらいのものなのかということを教えてもらいたんですけど。 

 

○ 真弓危機管理室長 

 購入当時につきましては、不動産鑑定をさせていただいて、公有財産審査会に審査をし

ていただいて購入しているというところでございまして、当時購入した金額につきまして
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は、５種類ほどございまして、１万600円から１万1650円の範囲で仕分けをして購入して

いると。接道にかかっているかどうかというところも含めて、そういう判断になっておる

かというふうに思ってございます。 

 

○ 竹野兼主委員 

 そうすると、プラス何千万円という部分のところについて計算できるでしょうというの。 

 だから、それだと今計算してもらっておったので、坪どれぐらいの金額になったのか、

教えてもらえたらと。 

 

○ 谷口危機管理室付主幹 

 工事費に関しましては、坪当たり５万8653円でございます。 

 以上です。 

 

○ 竹野兼主委員 

 税金を使ってやるという部分のところで、その後出てきたから仕方がないとはいえ、土

地購入に当たっての審査の部分のところで、金額的なものは、今言われたみたいな既定の

ところで進んでおるということは理解しましたけど、こういう形での問題があったという

部分のところについては、調査不足であったんじゃないかなということを一応指摘いたし

ておきたいと思います。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ご意見ということで。 

 

○ 笹岡秀太郎委員 

 この横に、４分の４ページの赤いマークが打ってある横に介護センターがありますよね。

ここが地盤改良とか、一帯の土地と見てもええかなと思うんやけど、ここが工事するとき

に、そういう情報というのはとらへんだの。ここの地盤はこんなんですよとかさ。 

 

○ 谷口危機管理室付主幹 

 この工事の概算費用を出すときに当たりまして、介護施設のボーリングデータを参考に
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いただいたんですが、介護施設側のボーリングデータは良好でありまして、今回の広場側

のボーリングデータとほぼ同等で、表面はちょっとやわらかいんですが、その下は土丹と

いいますか、ちょっと粘土のかたい層が出ておりますので、たまたまの調整池側に関しま

しては、そこと全く違う層が出ておりまして、ちょうどこの介護施設の南側で層が急に変

わっているという状態であったのがボーリングデータでわかったという状況でございます。 

 以上です。 

 

○ 笹岡秀太郎委員 

 そうすると、介護センターさんの情報はいただいていました。しかし、その情報がこの

二つともに当てはまらなかったと、こういう理解でよろしいですか。 

 

○ 谷口危機管理室付主幹 

 ２番目の広場の改良に関しましては、介護センター側さんのデータも表層が悪かったの

で、地盤改良が必要ということで、今回の工事に関しましても、当初から活動広場の地盤

改良は見込んでおったんですが、想定以上に水が多かったということでセメント量の追加

等々がございまして、この金額の追加工事が発生したということでございます。 

 調整池側に関しましては、介護センターと全然違う層でしたので、当初から見込めなか

ったということでございます。 

 以上です。 

 

○ 笹岡秀太郎委員 

 そうすると、何遍も言うけど、思わぬ数値が出てしまったという理解でよろしいんです

ねということ。 

 

○ 谷口危機管理室付主幹 

 調整池側に関してはそういうことでございます。 

 

○ 笹岡秀太郎委員 

 よくあることやから仕方がないにしても、現状見ると、もう少し丁寧に調べればわかっ

たことかなあという気がするので、感想だけつけ加えておきます。 
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○ 荻須智之委員長 

 ご意見ということで。 

 ほかはいかがでしょうか。 

 

○ 樋口博己委員 

 先ほど豊田委員が議論されて、これは、今この工事をしている事業者が入札したときの

入札率で、河川排水課が積み上げた計算の中から、そこから何％かにして減額されるわけ

ですよね。その落札率が何％なのかと、現実に数字が出るわけですよね。河川排水課が試

算した金額があって、それに落札率を掛けると幾らになって、わかっておることだと思う

んですけど、その金額は幾らなのか、教えていただけますか。 

 

○ 荻須智之委員長 

 お時間がかかるようでしたら、よろしいですか。 

 

○ 谷口危機管理室付主幹 

 当初の請負率は90％程度でございます。 

 

○ 樋口博己委員 

 そうすると、予定価格があって、その90％ぐらいの金額だということですかね。また後

で教えてもらえますか。 

 あと、（２）の活動広場の地盤改良なんですけど、当初よりも水を含んでいるというこ

とで、施工機種を変更というふうになっているんですけど、機種を変更というのは、ちょ

っと意味がわかりにくいですけど、工法を変えるのではなくて、施工機種を変更というの

は、どういう意味なんですか。 

 

○ 真弓危機管理室長 

 機械を変えるという形で、当初スタビライザーという機械で、キャタピラがついて、後

で攪拌しながらセメントをまぜて地盤を改良していくものを予定していたんですが、余り

にも地盤の状況が水分が多いというところから、バックホウに変えて、シャベルを用いな
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がら攪拌して地盤改良を行うという機種に変更するというものでございます。 

 

○ 樋口博己委員 

 そうすると、工法は一緒なんですね。セメントの量をふやして、バックホウで使うので、

機種を変更ということなんですね。その機種を変更することによってコストがかかると。

また、それでセメントの量がふえるということでいいんですかね。 

 

○ 真弓危機管理室長 

 やはりバックホウになりますと、時間的にもかかりますので、その分はやっぱりふえて

こようかと思います。セメント量につきましては、当初よりか多く入ってしまいますので、

その分はコストがふえるという形になろうかと思います。 

 

○ 樋口博己委員 

 危機管理監が何かこんな手をしておりましたけど、セメントの層が厚くなるという意味

ですか、違うんですか。 

 

○ 谷口危機管理室付主幹 

 今回、現場の土を採取しまして、試験場のほうで配合試験をしていただいたんですけど、

当初の想定よりもやわらかい層が多くて、深いといいますか、厚くて水を含んでいたとい

うことで、当初よりも厚目に地盤改良をする必要があったということでございます。 

 

○ 樋口博己委員 

 わかりました。 

 そうしたら、また後ほど数字だけ教えていただけますか。 

 

○ 笹岡秀太郎委員 

 ちょっと関連させていただいて、恐らく地元に説明するときは当初の説明でいって、例

えば環境に負荷がかからないかと、セメントの量で。というあたりの心配もするんだけど、

その辺は地元合意はとれておるんですか。 
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○ 谷口危機管理室付主幹 

 セメントを入れて改良する場合は、六価クロムの検査が必要となるのですが、今回は、

積算上はセメントになっておるんですが、施工業者さんからの提案で、六価クロムの発生

しない固化剤でしていただけるということで、環境に配慮した工法でやっていただけると

いうことで考えております。 

 以上です。 

 

○ 笹岡秀太郎委員 

 今、かなり皆さん、敏感になっている部分があるので、その辺もきちんと地元に説明し

て、影響はないんだよというあたりをしておいたほうが安全かなと思うので、意見として

つけ加えておきます。 

 

○ 豊田政典委員 

 先ほどの樋口委員の請求した数字の話ですけど、90％の落札率を掛け算すれば、後の契

約金額は確定しているという話でしたよね。後でと言われましたけど、金額を教えてくだ

さい。 

 

○ 荻須智之委員長 

 今出せますか。 

 

○ 谷口危機管理室付主幹 

 金額に関しましては、業者さんのほうから概算で数字が出てきておりまして、それに基

づいて積算して、今回の補正予算をお願いしておる状況であるのですが、詳細の数量が今

出てきておりまして、今週中ぐらいには金額は確定するかと思うんですが、今、補正予算

で全体金額の４億7800万円の近い数字になるという想定でございます、最終の請負金額に

関しましては。 

 以上です。 

 

○ 荻須智之委員長 

 よろしいですか。 
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○ 豊田政典委員 

 ちょっとまだ理解が追いついていないので、追加工事が必要だよというのは試掘でわか

ったと。その上で、今回の補正額4500万円に至る間に、四日市市内部で計算をして出てき

た数字だという説明でしたが、その前段階に、請負業者が何らかの数字を積み上げて、も

とのデータをつくったということですか。その流れが、4500万円に至るまでの流れをもう

ちょっと。 

 

○ 谷口危機管理室付主幹 

 数量に関しましては、業者さんから出てきた数字となっております。 

 以上です。 

 

○ 豊田政典委員 

 数量が、業者がわかるので、業者が出した数字に基づいて、何かよくわからない計算を

したら、二つ足し算したら9039万9000円になったという話ですよね。 

 その数字なんかちょっとわかりませんが、何らかの数量に沿った計算をした後の数字に

0.9を掛けたら請負金額になるという、単純な話じゃないんですか。 

 

○ 真弓危機管理室長 

 そうでございます。 

 

○ 豊田政典委員 

 その数字を、金額を教えてください。 

 

○ 谷口危機管理室付主幹 

 変更後の設計金額としましては５億3100万円程度になります。 

 

○ 豊田政典委員 

 聞き方が悪いな。 

 僕の聞き方が悪いのかもしれないですけど、今、追加工事額が幾らになるのか、契約時
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に。それを答えていただくことはできますか。 

 

○ 谷口危機管理室付主幹 

 契約時の追加工事費に関しましては、資料の４分の３の表の３段目にございます9399万

円に近い数字になります。 

 済みません、数量に関しましては、業者さんのほうから概算の数字が出ておるんですが、

それを今精査しておりまして、その精査の結果で正確な金額等が出るという状況でござい

ますので、その点はご理解いただきたいと思うんですが。 

 以上です。 

 

○ 豊田政典委員 

 細かいところはわからないんですけど、丸く置いてあるので、4500万円に持っていくた

めに。そうじゃなくて、金額が決まっているんやったら、それを補正すればええと違うの

と言いたいだけなんですよ、単純に。それは無理なんですか、現時点で。 

 

○ 谷口危機管理室付主幹 

 現時点ではまだ正確な数字が出ておらないので、無理というふうに河川排水課のほうか

らは確認しておる状況でございます。 

 

○ 荻須智之委員長 

 豊田委員、よろしいですか。 

 ほかはいかがでしょうか。 

 

（なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 では、ご質疑もないようですので、これより討論に移ります。 

 討論がありましたらご発言願います。 

 

（なし） 
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○ 荻須智之委員長 

 討論もないようですので、これより分科会としての採決を行いたいと思いますが、よろ

しいですか。 

 

○ 樋口博己委員 

 先ほどの数字だけ、いつ出るんですかね。出た時点で教えていただけますか、どこかで。 

 

○ 荻須智之委員長 

 先ほど質疑での資料としての。 

 

○ 樋口博己委員 

 今精査しているので、もうすぐ出ると言われたので、議案の採決にはかかわりませんけ

ど、参考に数字だけ教えていただけませんかということです。 

 

○ 荻須智之委員長 

 質疑に戻します。 

 

○ 谷口危機管理室付主幹 

 正確に数字が出る時期は、河川排水課のほうから13日ぐらいと聞いております。 

 

○ 荻須智之委員長 

 それ以降ということで、出していただくということでよろしいですか。 

 樋口委員、それでよろしいわけですね。 

 

○ 樋口博己委員 

 はい。 

 

○ 荻須智之委員長 

 では、戻ります。 
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 討論もないようですので、これより分科会としての採決を行いたいと思いますが、よろ

しいですか。 

 なお、全体会へ送るか否かは、採決の後にお諮りします。よろしいでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 異議なしと認め、原則どおり採決を行います。 

 反対表明がありませんでしたので、簡易採決をさせていただきます。 

 議案第54号令和元年度四日市市一般会計補正予算（第６号）、第３条債務負担行為の補

正について（関係部分）については、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 ご異議なしと認め、本件は可決すべきものと決しました。 

 それでは、全体会審査へ送るべき事項について確認を行います。 

 議案第54号令和元年度四日市市一般会計補正予算（第６号）、第３条債務負担行為の補

正（関係部分）について、全体会審査へ送るべきとのご提案がありましたら、挙手にてご

発言願います。 

 

（なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 なしとのお声をいただきました。 

 それでは、全体会送りはなしとさせていただきます。 

 

 〔以上の経過により、議案第54号 令和元年度四日市市一般会計補正予算（第６号）、

第３条債務負担行為の補正（関係部分）について、採決の結果、別段異議なく可決

すべきものと決する。〕 
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○ 荻須智之委員長 

 ここで、午前中に森川委員からご請求がありましたオスプレイの飛行についての報告を

受けたいと思いますが、いかがでしょうか。 

 

○ 川南危機管理室副参事 

 副参事の川南と申します。よろしくお願いします。 

 タブレットの07、11月定例月議会、04総務常任委員会、009危機管理室をごらんくださ

い。 

 

○ 荻須智之委員長 

 よろしいでしょうか。 

 お願いします。 

 

○ 川南危機管理室副参事 

 ２ページ目、３分の２でございます。 

 自衛隊と米海兵隊の実動訓練におけるオスプレイの飛行について。 

 12月１日から13日の間、滋賀県高島市にあります饗庭野演習場で、自衛隊と米海兵隊の

実動訓練が現在実施中であります。この訓練に当たりまして、三重県の明野駐屯地が米海

兵隊航空機のオスプレイの機体整備等に当たっております。三重県及び防衛省の東海防衛

支局から聞き取った情報については、次のとおりでございます。 

 １番、飛行情報でありますが、12月２日から12月９日現在に至るまで、各日、土、日を

除くところで２回から４回、離発着をオスプレイが繰り返している状況、これは飛行情報

であります。 

 ２番、参加部隊につきましては、米軍につきましては、沖縄県の第３海兵師団、日本側

につきましては、広島県に拠点を置きます第13旅団であります。 

 ３分の３ページをごらんください。 

 ３番、場所でございますが、訓練場所につきましては、先ほど申しました滋賀県にあり

ます饗庭野演習場、それから、愛媛県にあります国分台演習場、宿泊場所につきましては、

同じく滋賀県にあります今津駐屯地を宿泊場所としております。 



 - 82 - 

 先ほど申しました明野駐屯地は、オスプレイの機体整備等で主に使用をしております。 

 ４番目、オスプレイの概要については、記載のとおりでございます。 

 なお、飛行情報、離発着について申し述べましたが、飛行ルートについては、訓練の性

格上、明らかに公表はされておりません。 

 以上です。 

 

○ 荻須智之委員長 

 以上で、説明はお聞き及びのとおりです。 

 質疑等ございましたらいかがでしょうか。 

 

○ 森川 慎委員 

 資料、ありがとうございます。 

 ただし、これは三重県のホームページにも出ている情報で、一般の方でも我々でもわか

る情報なんですよね。確認したいのは、四日市の上空を飛んだかどうか。情報提供を明確

にはされないというお話でしたけど、そういう状況を市としてどう考えているのか、二つ

お伺いしたいんですけど。 

 

○ 川南危機管理室副参事 

 三重県の上空を通過するルートにつきましては、先ほど申しましたとおり、訓練の性格

上、また防衛という参加部隊、訓練等の性格上、明らかになっておりません。 

 この件につきましては、窓口になっております東海防衛支局のほうに一度問い合わせま

したが、同じような回答を得ております。 

 以上です。 

 

○ 森川 慎委員 

 後段は。 

 

○ 川南危機管理室副参事 

 四日市市としても、飛行ルートにつきましては、先ほど申しましたとおり、窓口のほう

に問い合わせをいたしましたが、これ以上明らかにすることができないという回答でござ
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いましたので、それ以上については、現在のところ処置をとっていない状況であります。 

 

○ 森川 慎委員 

 だから、情報が提供されない状況の中で、明らかにしたくないとか、できないというの

は、いろいろ米軍の関係もあるのであるんでしょうけど、現にオスプレイが上空を飛んで

確認したという市民の声が幾つか届いているわけで、市民が不安を感じておる状況を、も

ちろんいろんなルートがあって、教えてくれないというのはわかりますけれども、そのこ

と自体、そういう状況を市としてどう考えているかということです。今何しておるとかで

はなくて。 

 

○ 服部危機管理監 

 今回、自衛隊と米軍との合同訓練に当たり、事前に三重県と明野駐屯地がある伊勢市に

は情報提供がされております。 

 そういったことから、市民生活に影響があるおそれの場合については、情報提供がなさ

れるものというふうに感じておりまして、私ども、今回は情報提供を受けておりませんの

で、そういったような影響がないものという判断のもとに訓練が行われているというふう

に理解をしておるところでございます。 

 

○ 森川 慎委員 

 市民がいっぱい見ておって、現に不安を感じている方がいて、影響が出てないと言い切

っていいんですか。もっと言うと、伊勢は提供されておって、伊勢は明野の駐屯地がある

から、どういう状況やと心配してみえるんやろうけど、そこに行くのに、恐らく四日市の

上を飛んだんじゃないかということで、でもそこを確認する気もないんですか。ちょっと

姿勢が、不明確なんじゃない。 

 

○ 川南危機管理室副参事 

 先ほども申しましたが、確認は一応窓口のほうにいたしましたが、先ほど申したとおり

の回答でございました。 

 以上です。 
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○ 森川 慎委員 

 それでええとするのかということです、四日市市として。もう別にそれでいいんですか。 

 米軍の飛行機が知らんところで飛んでいって、三重県と伊勢市には情報ある程度共有さ

れておるけれども、通過するルートにある四日市には、そういう情報がおりてきていない

ということは問題ではないかと私は思って、この所管事務の事実関係ということで聞きた

いということで取り上げてもらったんですけれども、もう言いなりで、国が言うから、県

が言うから、それでちゃんちゃんで終わっていくというのが四日市市の姿勢。それならそ

れでいいですよ。 

 

○ 川南危機管理室副参事 

 三重県と伊勢市のほうの防衛省からおりてくる情報につきましても、離発着の情報につ

いてはごらんになったと思いますけれども、情報が防衛省のほうからおりていますが、飛

行ルートにつきましては、先ほど申しました訓練の特性上、明らかになっていない状況で

あります。 

 

○ 真弓危機管理室長 

 四日市のところについてどう捉えるかというご質問だと思うんですが、現に２日の日に

上空を飛んだよというところで、市民の方が通報をいただいたというところもありまして、

確認をとっています。 

 これにつきましては、いろんなところに飛んでいくというところも踏まえて、本当に四

日市が、今ずっと羅列してあるごとに、四日市の上空を飛んだかどうかというところは、

やはり不明確なところでありまして、その点を踏まえて、今後どうしていくか、市民の皆

様にどうやって知らせるかというところも検討してまいりました。 

 ただ、あやふやなままでお伝えするのも、かえって混乱を招くおそれがあるのかなとい

うところは思っております。訓練にしろ、自衛隊さんの訓練に限らず、訓練というのは安

全にしていただかなければならないというふうに思っておりまして、これにつきましては、

窓口を通じて、市民の皆様に不安を与えないようにというところで、先ほどの川南のほう

から申し入れはさせていただいておるというところでございます。 

 ただ、今後どうしていくかというところも踏まえて、なかなか難しいかなというふうに

思っておりまして、飛行ルートが明らかに四日市の上空を飛んでくるんであれば、皆様に
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ご周知しながらやっていかなあかんのかなというふうに思っていますが、どのルートを飛

ぶかわからないというところで、私どもとして、どのような情報を、正確な情報を出さな

ければならないというふうに思っておりますので、その辺は入手はしていこうと今後も思

っておりますが、なかなかその辺は出てこないというところを踏まえて、私どもとして、

積極的に皆様にこの情報を提供するのはなかなか難しいという判断をしております。 

 ただ、訓練については安全にしていただかなければならないと、これは先ほども何遍で

も申しますが、自衛隊の訓練に限らず、我々が持っている消防の訓練も同じなんですが、

訓練は必ず安全にしていただかなければならないというふうに思ってございますので、そ

の点については、今後も強く窓口を通じて申し入れしていくかというふうには考えてござ

います。 

 

○ 森川 慎委員 

 ちょっと話がかみ合わないですよ。事実が確認できないのはわかります。情報を提供し

てもらえないのはわかりますけれども、それでええんかという話で、飛んだのが定かじゃ

ないけど、市民の人は見ておって、それでほうったらかしでいいんですか。情報公開とか。 

 

○ 土井数馬委員 

 未確認な情報も多いということと、伊勢やどこでした、津か。情報が伝えられているん

であれば、市民からの情報は、写真であったりとかじゃないわけですので、不確定な部分

も多いのでなかなか判断し切れないと思いますので、もう一度、そういった情報があった

と。 

 伊勢、津には出しているじゃないかと。そういうことをもう一遍きちんと確認をした後

で報告をするということでどうでしょうかね。議案でもございませんのでね。 

 いろいろ考え方もあろうかと思います。ただ、情報がはっきりしていないということも

事実ですので、そこだけきちんとして、もう一度議論していただければと思います。 

 

○ 森川 慎委員 

 動画とかを撮ってアップされたりだとかするんですよ、ネット上に。土井委員が言って

いることはもちろんで、その辺の姿勢とか、方向性がよくわからんもんで、未確認で云々

かんぬんで教えてもらえないんですと。その辺は事実としてあると思うんですけど、だけ
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ど、そうやって不安に感じている市民がおって、何もしていかんのかということを私は言

っておるだけであって、それはもう別にしないんだよと、四日市は別に関係ありません、

そうふうにするんですと言い切るんであれば、私は別にそれはそれで一つの考えかもしれ

ませんし、どうのこうの言うところはまた別の段やとは思いますけれども。 

 

○ 土井数馬委員 

 ですから、私が今希望したのは、津や伊勢には情報が提供されているのであれば、そう

いう事実もあるんだと。もう一回きちんと対応してもらうように、今僕はお願いしたんで

すけど、その後でまたここの議論ができるのではないかと、そういう意味ですので。 

 議事進行を。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ありがとうございます。 

 津、伊勢でも飛行ルートは開示されていないということですね。 

 ちょっと待ってください。 

 米軍は、日本全土、どこでも飛べるんですね。飛べますね。その上では、ここへ来るか

もわからない。 

 森川委員が言われるような市民の不安もあるということですので、できるだけ情報開示

はしていただきたいけど、軍事機密で開示できないということです。 

 危機管理室長に統括していただこうかと思います。真弓室長でも結構です。 

 

○ 真弓危機管理室長 

 再度、もう一度、防衛局に申し入れをして、飛行ルート開示について求めていこうかな

というふうに思っています。 

 それでもし開示されれば、皆様方にご提供できるかなというふうに思ってございます。 

 ただ、何遍でも申しますが、我々としては、何もしていないというわけじゃなくて、訓

練は必ず安全にしていただかなければならないというところから申し入れもしてございま

すので、市民の皆様の不安にならないような、そのような飛行ルートについても申し入れ

をしてございますので、何もしていないというところでありませんので、今後できるだけ

の情報を取り入れながら、市民の皆様に安全・安心を担っていただけるように、皆さんに
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情報提供をしていこうというふうに思っていますので、よろしくお願いいたします。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ありがとうございます。 

 よろしいでしょうか。 

 

（なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 では、この程度にとどめさせていただきます。 

 ということで、危機管理監所管の部分は終わりましたので、理事者の入れかえとなりま

す。 

 では、シティプロモーション部に移らせていただきますので、理事者入れかえというこ

とです。ありがとうございました。 

 それでは、これよりシティプロモーション部に係る議案の審査に入ります。 

 まず、部長より挨拶をお願いします。 

 

○ 渡辺シティプロモーション部長 

 シティプロモーション部でございます。どうぞよろしくお願いをいたします。 

 私どもものほうといたしましては、今回、予算分科会につきましては、債務負担行為の

関係でございます。これは広報のほうの広報紙、それから、テレビとかラジオ、あるいは

インターネットといった情報発信の４月からの契約に基づく債務負担をとらせていただく

内容のものでございます。 

 それと、協議会でございますが、市制施行123周年記念、出張なんでも鑑定団ｉｎ四日

市ということの開催事業についてご報告、ご審議を頂戴するものでございます。 

 あわせて所管事務調査としまして、さきに四日市サイクル・スポーツ・フェスティバル

実行委員会が開かれましたので、その内容についてご報告をさせていただくという三つの

大きな項目でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

○ 荻須智之委員長 
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 ありがとうございます。 

 

    議案第54号 令和元年度四日市市一般会計補正予算（第６号） 

     第３条 債務負担行為の補正（関係部分） 

 

○ 荻須智之委員長 

 それでは、総務分科会として議案第54号令和元年度四日市市一般会計補正予算（第６

号）、第３条債務負担行為の補正（関係部分）についてを議題といたします。 

 資料の説明を求めます。 

 

○ 森広報マーケティング課長 

 広報マーケティング課長、森でございます。どうぞよろしくお願いをいたします。 

 私からは、債務負担行為の補正につきましてご説明を申し上げます。 

 来年度、実施予定の委託業務等におきまして、新年度当初から実施をしていく必要がご

ざいます。今年度中に入札契約等を行ってまいりたい業務について、債務負担行為の補正

をお願いしたいと思っております。 

 ご説明は、令和元年11月定例月議会、11月補正予算参考資料に基づいてさせていただき

ます。 

 タブレットのほうは、ホーム画面から07、11月定例月議会、01本会議、その後、107令

和元年度11月補正予算参考資料中、85分の72ページから74ページとなってございます。 

 まず、85分の72ページをお開きいただきたいと存じます。 

 

○ 荻須智之委員長 

 よろしいでしょうか。 

 どうぞ。 

 

○ 森広報マーケティング課長 

 業務事務処理委託等に要する経費といたしまして、広報マーケティング課では、ナンバ

ー３の広報よっかいち作成業務委託から、ナンバー９の定例記者会見等音声ファイル反訳

業務委託までの７件につきまして、次のページ、73ページからを用いてご説明させていた
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だきます。 

 なお、これらは、昨年度も事業実施しているものでございます。 

 まず、73ページ、下から二つ目の広報よっかいち作成業務委託をごらんくださいませ。 

 これは、広報紙を上旬号、下旬号の毎月２回発行する印刷業務でございます。世帯数の

増加、まだ現在増加してございまして、昨年に比べまして1000部程度の増加を見込んでお

ります。また、ページ数も上旬号でおおよそ14ページ、下旬号は、お知らせ等を載せてい

る関係上、平成30年度実績で平均27.5ページとなっておりまして、こちらも増加傾向にご

ざいます。予算額は記載のとおりとなっております。 

 続きまして、市政情報等提供番組制作業務委託でございますが、これは本市が持つ都市

としてのさまざまな魅力を市民にわかりやすく伝える番組を制作いたしまして、ケーブル

テレビやホームページなどを通じて情報発信するものでございます。ちゃんねるよっかい

ちと今題してやってございますが、年間30本を製作し、動画共有サイトユーチューブに公

開するほか、シティプロモーションに資するイベントでの活用を図ってまいります。予算

額は、記載のとおりとなっております。 

 次に、外国語版広報紙作成業務委託をごらんください。 

 こちらは、本市に多数在住されます南米系市民の皆さんを対象に、日常生活に欠かせな

い情報を掲載いたしましたポルトガル語による広報紙を発行するものでございます。予算

額は記載のとおりでございます。 

 続きまして、コミュニティーＦＭ、市政情報提供番組制作放送業務委託でございます。 

 災害発生時においても重要な役割を担うことが期待されます地域に根差したコミュニテ

ィーＦＭ局から、市民に身近な情報などをきめ細かくお伝えしていきます。番組は４番組

ございます。 

 一つ目は、市政情報を市職員が出演してお伝えしております「マンスリーよっかいち」、

市内で活躍する市民や団体を紹介する番組、「よっかいちわいわい人探訪！」、また、ポ

ルトガル語による市政情報番組「ＡＬＯ！ＹＯＫＫＡＩＣＨＩ」、四つ目が、人権啓発番

組「人権を確かめあう日」で、いずれも５分番組となっております。予算額は、記載のと

おりとなってございます。 

 次に、インターネットによる行政情報提供業務委託でございます。 

 これは、ホームページにおける各種行政情報の新規作成及び更新、公開サーバーのアッ

プロードなどを行うものでございます。予算額は記載のとおりでございます。 
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 インターネットの自動翻訳に係る業務委託でございます。 

 こちらは、ホームページ上の日本語テキスト部分を英語、中国語、ポルトガル語、スペ

イン語の４カ国語に自動翻訳するサービスを運用するものでございます。予算額は記載の

とおりでございます。 

 続きまして、最後に、定例記者会見等音声ファイル反訳業務委託でございます。 

 こちらは、市長定例記者会見とタウンミーティングの議事録を作成する業務委託で、予

算額、記載のとおりでございます。 

 説明は以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

○ 荻須智之委員長 

 説明はお聞き及びのとおりです。 

 ご質疑がございましたら挙手にてご発言願います。 

 

○ 豊田政典委員 

 73ページから７本ありますので、それぞれ簡単に聞いていきますから、簡単に答えてい

ただければ、理解できればそれで結構です。私が理解できれば。 

 73ページの最初、広報よっかいち作成業務委託、２年間の契約で、これは委託先によっ

て、広報よっかいちのデザインやレイアウトが変わるんですか。それとも、そういうのは

もともと仕様で指定してということなのか、そのあたりはどうでしょう。 

 

○ 森広報マーケティング課長 

 今いただきましたご質問に対してなんですが、デザインが大きく変わるということはご

ざいません。主に印刷を行っていただく業務でございます。デザインにつきましては、別

途契約をしてやっている部分もございますので、この契約によってデザイン等が変わると

いうことはございません。 

 以上でございます。 

 

○ 豊田政典委員 

 簡単に言えば、最後に言われた印刷業務委託みたいなことですね。 

 同じような質問ですけど、74ページの一番中ほど、インターネットによる行政情報提供
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業務委託、これもレイアウトやホームページの構成が変わるわけじゃなくて、情報更新だ

と思ったほうがいいんですか。 

 

○ 森広報マーケティング課長 

 ご指摘のとおりでございます。 

 

○ 豊田政典委員 

 その次の73の２番目、ＣＴＹと74の２番目、ＦＭで聞くんですけど、ＣＴＹとＦＭ関係

以外は、全部一般競争入札ですか。 

 

○ 森広報マーケティング課長 

 今ご指摘いただきましたＣＴＹのほうは……。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ＣＴＹとＦＭ以外ですね。 

 

○ 森広報マーケティング課長 

 以外は、指名競争入札や見積もり合わせを行ってまいります。 

 

○ 豊田政典委員 

 じゃ、見積もり合わせで少ないのはどの事業ですか。何者。 

 

○ 森広報マーケティング課長 

 見積もり合わせは、インターネット自動翻訳サービス業務委託を見積もり合わせとして

ございます。 

 

○ 豊田政典委員 

 何者あるの。 

 

○ 荻須智之委員長 
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 何者かということです。 

 

○ 森広報マーケティング課長 

 ２者でございます。 

 

○ 豊田政典委員 

 それ、自動翻訳25万1000円、言葉だけ見ると、ソフトでやっているのかなと思うんです

けど、そういうことなの。 

 

○ 吉田広報マーケティング課主幹 

 ソフトといいますか、プログラムをホームページに適用させるという業務でございます。 

 

○ 豊田政典委員 

 そんなに突っ込んで聞くことないんですけど、それは四日市オリジナルのプログラムを

組んでもらうのか、それとも市場にあるような、ほかでも買えるようなプログラムなのか、

どっちなんですか。 

 

○ 吉田広報マーケティング課主幹 

 四日市オリジナルではなく、市販のパッケージでございます。 

 

○ 豊田政典委員 

 そうですか。よくわからない。購入すればええのかなと思ったんですけど、いいとして、

じゃ、随契らしきほう、73ページの一番下、ちゃんねるよっかいちの制作、ケーブルテレ

ビはＣＴＹだとわかるんですけど、これは番組制作業務を委託するので、随契なんですか。

ＣＴＹじゃないですよね、実際にやるのは。その辺どうなんですか。 

 

○ 森広報マーケティング課長 

 こちらにつきましては、プロポーザルを実施いたしまして、決めてまいっております。 

 

○ 豊田政典委員 
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 そう。 

 ごめんなさい。74ページの二つ目、コミュニティーＦＭのほうは随契なんですか。四つ

あるというのは。 

 

○ 森広報マーケティング課長 

 こちらにつきましては、単独随意契約となってございます。放送まで含めまして、ＣＴ

Ｙ－ＦＭでしかやれませんので、そのようにやらせていただいております。 

 

○ 豊田政典委員 

 ポルトガル語版、これも入札ですよね。自動翻訳をやって、音声ファイル……。 

 以上、わかりました。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ほかにご質疑は。 

 

○ 樋口博己委員 

 通常はどうなのか、教えてほしいんですけど、業務事務処理委託等に関する経費で何ぼ

かありましたけど、詳しく説明いただいたんですけど、何かもうちょっと詳しい資料があ

ると、説明を聞いておっても、これを見ておっても、何というか、数字は書いてあるので

わかりますけど、いつもこういう感じなんですかね、業務事務処理委託に関する資料のつ

くり方というのは。 

 

○ 森広報マーケティング課長 

 簡便過ぎるというか、簡潔な資料で申しわけございません。例年、このような形で一つ

一つについて、この程度で出させていただいてございました。いつも口頭で付記をさせて

いただくというやり方でございました。来年、できればもう少しわかりやすくさせていた

だくように工夫してまいりたいと思います。 

 

○ 樋口博己委員 

 もう少し資料をつくっていただけるとありがたいので、よろしくお願いします。 
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 以上です。 

 

○ 豊田政典委員 

 樋口委員に賛同することがあって、特に73ページの広報よっかいち予算というのは、多

額の金額になるわけですよ。こういうのはもうちょっと丁寧な資料をつくっていただきた

いなと私も思ったので、関連しましたのと、あわせて無関連でいきますが、74ページの真

ん中、インターネットの話を聞きました。レイアウトや主な仕様みたいなものがあらかじ

めあって、２年ごとに業者がかわったとしてもベースは変わらないよという話ですけど、

私の会派で同じ意見の人が結構いるんですけれども、非常に見にくくなっていると。かわ

ったタイミング、藤井さんがおったころに何かやっていましたよね、庁内の会議で。市の

ホームページを全面的に見直すみたいな。非常に評判が悪いんですよ、少なくとも新風創

志会では。私も嫌いというか、見にくい、探しにくい、欲しい情報にたどり着くのに、場

合によってはたどり着けない、で諦めるみたいな。 

 やっぱり変えたほうがいいんじゃないですか。よくわからないです、組み立てみたいな

のが。たどり着くとか、前、どこかでも言いましたよ、決算か何か。見出しが、本当に重

要なやつが出ていないとかね。インターネットのページの構成というか、つくり方もそう

ですけど、出し方。 

 竹野さんも後で関連するそうですけど、どうでしょう。これ、直接じゃないですけどね。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ホームページは、全く同じホームページがどこぞの市でもあるというのを聞いたことが

あるんですけど、パッケージで買っているんでしょうか。それも含めて、ちょっとご答弁

いただけると。 

 

○ 森広報マーケティング課長 

 恐らくパッケージの一部というか、そういうのを活用しているかと思うんですが、私ど

も広報だけでホームページ全てを構成しているわけでなくて、ＩＣＴさんとも連携しなが

ら、ＩＣＴさんのほうでやっていただいている部分もございますので、全てそうかと言わ

れるとそうではないというところでございます。 

 以上でございます。 
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○ 荻須智之委員長 

 よろしいでしょうか。 

 

○ 竹野兼主委員 

 今、意見を聞いていて、金をかけてもいいから、専門業者に頼むというようなことも一

つの考え方ではないかなと。特に、要するに、今見やすいとかという評判のいいところと

いうのを調査してもらって、業者間の調査、それと契約の部分のところを少し検討するべ

きではないかなと思ったので、意見として言っておきます。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ありがとうございます。 

 ホームページのデザインのコンペとかもいいかわかりませんね。また、そこは考えてく

ださい。 

 

○ 森川 慎委員 

 １個だけ、広報よっかいちのページ数がふえてきておるんやという説明をいただいたん

ですけど、何でふえてきておるのかというか、ちょっと詳しくお聞きしたいです。 

 

○ 森広報マーケティング課長 

 なぜふえてきているのかというご質問なんですが、私どもの情報発信をしていくという

のに、広報のお知らせ記事の部分なんですけれども、それがちょっとふえてしまっている

という部分がございます。これは、情報発信を積極的に各部局がしていこうというものに

もよるので、一概によくないということではないかと思うんですが、どうしてもできるだ

け丁寧にお伝えをしたいという部分がありまして、常に原課さんのほうからは、詳細な詳

細な文書を頂戴して、私どもはキャパシティがございますので、できる限り切り詰めてい

くといいますか、その辺のいつもやりとりをしながらやらせていただいておりますが、ど

うしましても、情報をたくさん出していこうという意欲と、状態が続いているということ

によります。 

 以上でございます。 
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○ 森川 慎委員 

 お知らせ記事というのは、いついつで、どこそこで何かしておるみたいな、そういう情

報ですか。どういうあれやろう。 

 

○ 森広報マーケティング課長 

 例えば市の何かの募集でございますとか、今、委員がご指摘いただきましたイベントな

んかの情報、ご案内とか、それから、予防接種に関するものであるとか、そういったもの

をお知らせしてございます。 

 

○ 森川 慎委員 

 わかりましたけど、多分、議会の議会報のところでも議論になっていると思うんですけ

ど、ページ数が多かったらええわけでもないという話というのは、苦い顔しておるので認

識されていると思いますけど、その辺も思いはわかるけど、どうやって端的に伝えていく

かというところが広報の勝負だと思うので、ぜひ頑張っていただきたいと思いますので、

今後よろしくお願いします。そうしたら、予算ももっと抑えられるはずですから、よろし

くお願いします。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ありがとうございました。 

 ほかはいかがでしょうか。 

 よろいですか。 

 

（なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 ご質疑もないようですので、これより討論に移ります。 

 討論がありましたらご発言願います。 

 

（なし） 
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○ 荻須智之委員長 

 なしのお言葉をいただきましたので、分科会としての採決を行いたいと思いますが、よ

ろしいでしょうか。 

 なお、全体会へ送るか否かは、採決の後にお諮りします。 

 よろしいでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 異議なしと認め、原則どおり採決を行いたいと思います。 

 反対表明がありませんでしたので、簡易採決とさせていただきます。 

 議案第54号令和元年度四日市市一般会計補正予算（第６号）、第３条債務負担行為の補

正（関係部分）については、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 ご異議なしと認め、本件は可決すべきものと決しました。 

 それでは、全体会審査へ送るべき事項について確認を行います。 

 全体会へ送るべき事項について、委員の皆様からご提案がありましたら、挙手にてご発

言願います。 

 

（なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 それでは、全体会送りはなしとさせていただきます。 

 

 〔以上の経過により、議案第54号 令和元年度四日市市一般会計補正予算（第６号）、

第３条債務負担行為の補正（関係部分）について、採決の結果、別段異議なく可決
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すべきものと決する。〕 

 

                                １５：３９休憩  

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

                                １５：４６再開  

 

○ 荻須智之委員長 

 続きまして、所管事務調査として、サイクル・スポーツ・フェスティバル実行委員会に

ついてがございますが、このまま進行されますか。 

 

（「はい」と呼ぶ者あり） 

 

○ 荻須智之委員長 

 では、このまま続けさせていただきます。 

 資料の説明を求めます。 

 

○ 小松観光交流課長 

 観光交流課長の小松でございます。よろしくお願いをいたします。 

 令和元年度に開催をいたしました第２回の四日市サイクル・スポーツ・フェスティバル

実行委員会並びに10月に大会を開催いたしました2019四日市サイクル・スポーツ・フェス

ティバルにつきましてご報告のほうをいたします。 

 タブレット内の資料でございますが、07番、11月定例月議会、04番、総務常任委員会、

005番、シティプロモーション部（所管事務調査）、それをお開きいただきますと、四日

市サイクル・スポーツ・フェスティバル実行委員会についての資料となっております。 

 よろしいでしょうか。 

 

○ 荻須智之委員長 

 よろしいですか。 

 お願いします。 
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○ 小松観光交流課長 

 ありがとうございます。 

 １枚、表紙のほうをおめくりいただきまして、まずは、実行委員会の開催状況になりま

す。 

 令和元年度第２回の実行委員会のほうを10月10日に開催をいたしました。議題といたし

ましては、サイクル・スポーツ・フェスティバルにおけます出場者のエントリー状況であ

ったり、大会のタイムスケジュール、開催数といたしまして、15回開催という記念すべき

ときでございましたもので、その内容の企画であるとか情報発信の方法についてご協議を

いただきました。 

 また、８月定例月議会におきましていただきました実行委員会形式による事業運営のあ

り方に関するご提言につきまして、実行委員会当日に委員の皆様にその内容の説明を行い

ますとともに、今後の実行委員会の中におきまして、事業運営のあり方などにつきまして、

委員の方々の意見を頂戴しながら議論をしていただきたい旨の申し入れのほうをさせてい

ただいております。 

 次に、10月27日に開催を終えました大会の実施状況について、簡単ではございますが、

ご報告をさせていただきます。 

 参加申し込み者数は652名で、前年度、平成30年度と比べますと16名の増でございまし

た。全申込者の内訳でございますが、市外、県外からは612名で、全体の93.9％でござい

ました。 

 では、次ページをお願いいたします。 

 大会の概要でございます。大会当日は、天候にも恵まれまして、出場カテゴリーの再編

に伴いますスケジュール等の混乱も特に生じることなく、円滑な大会運営を行うことがで

きました。今大会は15回の記念大会でありましたことから、特別ゲストとしまして、東京

オリンピックに向けて、2019ロードレース強化指定選手に選ばれております本市在住の金

子広美選手と、過去に本大会に出場し優勝経験のある石上優大選手のトークショーを行い

ました。 

 加えまして、本大会は、多くの地元の皆様にボランティアとしてご協力をいただくなど、

地域を挙げてこの大会を盛り上げておりますことから、ジュニアの育成を目的とした大会

を継続して実施している面からも、このたび日本自転車競技連盟から水沢地区連合自治会

並びに四日市市へ感謝状の贈呈をいただきました。 
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 報告は以上でございます。お願いいたします。 

 

○ 荻須智之委員長 

 説明はお聞き及びのとおりです。 

 ご質疑ありましたら挙手にてご発言願います。 

 

○ 森川 慎委員 

 私、この大会が好きなんですけど、回を重ねるごとにいろいろイベント的には大きくは

なっていっているんですけど、例えばレースを見るために車でどこまで行くとか、あるい

はレース自体を観戦する場所とか、その辺というのはなかなかようなっていかんなと毎年

不満に思っておるんです。例えばがーっと上り坂のところをみんな見たいとか、観戦の立

場でいうと、もっともっと自由に見るところを移動できたりとか、そんな改善ってしても

らえやんのかなとどこかでも言ったような記憶があるし、毎年余り変わらへんのですけど、

そういう検討というのは、この実行委員会の中ではされないんですかね。前年踏襲でぱっ

ぱっとやっていっているというような状況なのかな。もっとええ大会になると思っている

んですよ。ニッチやけど、必ず必要な、見たいと思っている人がいる大会ですから、15回

も重ねてもらって、歴史を重ねてきてもらっておるから、もっともっとよくできると思う

んやけど、その辺の観戦者に対するアクセスとか、その辺の改善というのはなかなか毎回

見られないもんで、どうなのかなと思って質問をさせていただきたいと思いますが。 

 

○ 小松観光交流課長 

 ご意見、ありがとうございます。 

 確かにご来場いただく一般見学者の方も含めまして、見応えのあるレース、場所によっ

ては時速60kmから70km出るというような下り坂コースになりますけれども、そういったと

ころでぜひともご観戦をいただき、スピード感あふれる臨場感ある自転車が疾走していく

ところを見ていただきたいという思いは確かに事務局のほうもございます。 

 ただ、公道というところで、全面的に車等の乗り入れを規制しておるような部分もござ

いまして、その辺の兼ね合いから、なかなか移動を伴います全長9.何kmというコースにな

りますもので、そのあたりの自由度が低いところも確かに反面ございますが、そういった

ところを規制かかる前のご移動をいただきつつ、そういった観戦ポイントもうまいことＰ
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Ｒをして、先ほどご意見をいただきましたようなところが具現化されるように、また実行

委員会のほうでもお話をしていきたいと考えております。よろしくお願いします。 

 

○ 森川 慎委員 

 ぜひよろしくお願いします。 

 隣でツアー・オブ・ジャパンでいなべステージというのをやっておって、見に行っても

らったことありますか。１回だけ。ぜひ見に行ってください。あそこも車の乗り入れのと

ころとかも毎年変わっていって、より見やすくなっていっているので、そういうのを、ち

ょっと規模は違いますけど、参考にしてもらって、見ておっておもしろいなと思えるよう

な大会にしてほしいと、せっかくやるんですから、お願いしたいと思うし、全国からこう

やって集まってきて、意味ある大会になってきていると思いますから、その辺をまたよう

考えていただきたいと思います。終わります。 

 

○ 竹野兼主委員 

 例えば実況中継とか、そういうのはせんの。そういう部分のところで、例えば自分たち

も表彰式のところに出なきゃいけないときに、どこの学年、要するに何歳の部分のところ

でゴールがぎりぎり寸前のところまで来るとかという中継があれば、例えば中継じゃなく

ても、放送なんかがすぐ手前のところで、誰々が上位のところにおって、何分後ぐらいに

は最終ゴールしますよみたいな話をすれば、見に行こうかみたいな形にもなる。今、森川

委員が言われたみたいな盛り上げるという意味合いのところを少し考えてもらえれば、特

にエフエムよっかいちってなかなか聞いてもらえやんのもあるで、そういうのも関連する

と、これは民間の事業者が考えるところやとは思うんですけど、そこの部分のところにつ

いて、こっちからお金を出すんじゃなくて、あなたのところが自分のところでお金を出し

て、エフエムよっかいちを聞いてもらえるような、民間の事業者としての、そういう形を

考えたらどうですかみたいな意見は言えるかなと思うので、ちょっと検討してもらいたい

なと。 

 

○ 小松観光交流課長 

 済みません、ＰＲ不足が否めない部分もあるんですが、実は今回は15回の記念特別イベ

ントという位置づけで、先ほどご紹介をさせていただきました特別ゲストの方にもお越し
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いただきまして、実は、ＣＴＹ－ＦＭのほうで実況中継を行わせていただきました。それ

で、ゲストの方の実況生中継というところも、生解説を用いながらさせていただいたとこ

ろもあるんですけれども、今回は、パイロット的な取り組みもあるんですけれども、来年

度以降の大会につきましても、このあたりを取り組みとして継続していくべきかどうかも

含めまして検討のほうはしていきたいと思っております。よろしくお願いいたします。 

 

○ 竹野兼主委員 

 エフエムよっかいちを聞いていないので、だから、エフエムよっかいちでやるよという

ことを知ってもらっておったかどうかというのが、そうしたら問題です。というのも含め

て、継続というのは力と思うので、そこの部分のところの予算がかからずに継続してもら

えるような話をぜひともお願いします。 

 

○ 森川 慎委員 

 そこで、実況という話やと、会場におると、レースの状況って全然正直わからないです。

前を通って、彼が１番で、２週目はちょっとかわっているなとか、そんなので。自転車レ

ースやと、後からバイクでカメラがついていって、中継とか、こんなのするのが標準です

けど、どこまでできるかわからんけど、その辺も含めると、観戦という意味では、多分選

手主体の大会にはなっていると思うんですよ。走ってもらっている選手たちにとっては、

すごくええ大会にはなってきておると思うんですけど、そこからもう一歩脱却して、それ

こそシティプロモーション部が自信を持ってやっていくというためには、見るほうの立場

に立っても改善していってほしいなというのが思いですので、意見です。ごめんなさい。 

 

○ 渡辺シティプロモーション部長 

 非常に前向きなご意見をいただきまして、ありがとうございました。 

 実は、15周年という、15回目ということで、今、課長が申し上げたようなことを今年度

はやらせていただきましたが、実は検討の段階では、ビジョンという大きなモニターを会

場に置いて、いろんなコーナーカメラ、固定になると思うんですが、そういう放送はでき

ないかという話もしました。 

 もう一つは、今、車からの映像とありましたけど、ドローンというのができないかとい

う話もしました。単独で走るというよりも、集団で走る選手の方たちが多いもんですから、
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今どの辺を走って、それと映像と組み合わせるとか、そういう検討もしました。 

 これ、非常にお金がかかる話でして、今年度、15周年ということで予算は上積みをして

いただきましたが、まだそれでもその部分については予算的には厳しいという部分がござ

いましたので、ただ、今のお話の分をそのままのせるということではなくて、全体の見直

しをしながら、本当にそれが必要であるということであれば、それも真剣に、どの程度と

いう話になるかわかりませんが、それについては、来年度に向けて検討していきたいとい

うふうな気持ちでおります。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ありがとうございます。 

 市内の業者でもドローンを安くやっていただける業者もあると思いますので、あと、ユ

ーチューブですね。ユーチューブは考えていただいていいと思います。 

 済みません、意見です。 

 

○ 樋口博己委員 

 説明の中で、10月10日のフェスティバルについての会議があったという話なんですけど、

そこの説明で、運営のあり方について議論してくださいというふうに呼びかけたとありま

したけど、具体的にどんな議論があったんでしょうか。 

 

○ 渡辺シティプロモーション部長 

 私自身、この実行委員会のメンバーの一人でもあるんですが、さきの議会で議会からご

提言いただいた内容について、まず紹介をさせていただきました。 

 まず、前提といたしまして、実行委員会におけるこの事業については、ますます発展で

きるような形を考えてほしいという議会からのご意思がありましたと。ただ、その中で、

やり方といいますか、方法論において、いろいろ問題を抱えているという部分については、

私どものほうからまた提案するお話になるでしょうけれども、また実行委員会という場で

いろいろご議論いただくと。それは時間が余り、議会が終わってから実行委員会まで１週

間もあるかないか、余り時間がなかったような記憶をしておるんですが、ですから、突っ

込んだお話まではしてございません。ただ、そういったご意見があって、この実行委員会

でそういうことを議論していくということを、現在の委員さんに認識をいただいたという
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内容でございます。 

 

○ 樋口博己委員 

 これそうすると、今年度は事業は終わりましたけど、また終わってからもこういった会

議は行われるんでしょうか。本年度の事業結果の検証をする会議があるとか、そんなこと

はあるんですか。年に何回ぐらいこの会議をやっているのか。 

 

○ 小松観光交流課長 

 会議の開催数は、年間を通して３回でございます。 

 それと、次回の開催予定につきましては４月ごろを予定しております。 

 以上です。 

 

○ 樋口博己委員 

 ４月は、2020年度に向けての会議なんですよね。大会の直前の会議があって、あともう

一回どこかであるということですか。 

 

○ 渡辺シティプロモーション部長 

 済みません、今３回と申し上げましたが、去年までは３回やったみたいです。ことしは

２回というお話でした。事業によって、会計年度のくくりが、実行委員会によって異なっ

ておりまして、サイクル・スポーツ・フェスティバルは４月から３月で会計のくくりがご

ざいます。参考までに、花火と大四日市まつりについては、１月から12月のくくりになっ

ておりまして、それによって開催時期が違ってくるということもあるんですが、このサイ

クルにつきましては、年度が３月で終わると、それは逆に言うと、翌年度の予算が、審議

をいただいて４月から発行される。その予算に基づいて、実行委員会の内容を協議いただ

く。そういった面で４月もしくは５月に第１回目の実行委員会を開催する。10月の末にい

つも開催してございますので、今年度でいうと、10月10日に２回目を開催させていただく

ということになれば、次の開催が来年の４月というのが現在における予定でございます。 

 

○ 樋口博己委員 

 わかりました。その上で、開催直前に会議を開いていただいて、開催した後に、冒頭に
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問題提起をいただいたわけなので、それに対して、開催してみて、じゃ、今年度の開催は

どうだったのか。15周年記念でと、いろんなことを考えたと言われるので、ぜひとも今年

度中に検証のための会議を開いてほしいですね。そのために、あり方はどうなんだという

ための会議を開いてほしいんです。次年度の開催をどうこうの前に。 

 

○ 渡辺シティプロモーション部長 

 ご趣旨については理解させていただいておりますので、前向きに捉えさせていただきま

す。 

 

○ 樋口博己委員 

 開催日が決まったことも報告いただきたいと思いますし、どういう方向性で議論いただ

くのかも報告いただきたいと思いますし、開催結果もきちっと報告いただきたい。２年間

の任期になっていますので、来年、検証した結果がどうなっているのかもしっかりと見て

いきたいなと思っています。 

 

○ 荻須智之委員長 

 関連。 

 

○ 豊田政典委員 

 かつて何かの充て職で産生委員長やったかな、出た記憶をたどって聞いていたんですけ

ど、森川委員や竹野委員が、内容についていろいろアイデアを出してもらいましたが、実

行委員会はそんな議論はしません。４月は顔合わせ、メンバーがかわるので。10月は、事

務局が考えるのさ。その辺の確認だけやから、今の実行委員会なんていうのは形式だけ。

だから、むしろ今言ってもらったほうが、事務局が考えるのやから受けとめる。 

 それはさておき、樋口委員の関連ですけど、そんな実行委員会なので主体性はないです。

僕は口が悪いで……。 

 

（発言する者あり） 

 

○ 豊田政典委員 
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 そんな言わんといてください。それで、いつまでにどう決めるつもりなのか知りません

けど、決算委員会を通じ、議長を通じて出した提言の受けとめ方ね。２月の予算のときに

は最速では出してほしいなと個人的には思っていますが、それは間に合わないにしても、

樋口委員が言われるように、どうしてもこの実行委員会を通して最終確認したいのであれ

ば、形を変えるための確認をしたいのであれば、例年どおり４月、10月にやってもだめで

す。まず今年度の総括から始まって、皆さん方の形式の変え方を提案して、確認というか、

了承いただくのか、必要があるのかどうか私にはわかりませんけれども、そういう会議を

何度か必要なだけ重ねた上でか、議会に先に示すのかそれもありますけど、そういう努力、

汗をかいてもらう必要があるし、２月に提案してくれと言っていますけど、それはなかな

か厳しいと思いながら、１年後かもしれない、いろんなやり方を研究される必要があるの

で。 

 いずれにしても議会からの提言を重く受けとめてもらっているはずなので、例年どおり

やっていくだけだと、そんなやってもらってもいいんですけど、実行委員会に決めてもら

おうと思っても無理ですから、実質は小松さんと部長と決めるんだから。その辺の、言う

までもないでしょうけど、心づもりはしっかり持っていていただいているのかなと思いな

がら、ちょっと気に障ったのでしゃべりました。 

 以上。 

 

○ 森川 慎委員 

 実行委員会はどういうメンバーなんですか。ごめんなさいね、根本的なところで。具体

名は結構ですけど、こういう方がいるとか、こういう方がいるとかだけ。 

 

○ 小松観光交流課長 

 主に競技的なスポーツ競技というようなところもございますもので、例えば三重県の自

転車競技連盟、愛知県自転車競技連盟、それと、大もとであります日本自転車競技連盟の

方々を初め、あとは観光協会であったり、地元の水沢地区連合自治会並びに桜地区連合自

治会の会長様にも入っていただいております。それに加えまして、三重県茶業農業協同組

合の方にもお入りをいただいておるような状況です。総勢としましては、22名というとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 
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○ 森川 慎委員 

 議論できるメンバーはおるんかなと思ったんですけど、されていないのが実際なんです

か。どうなんですか。実行委員会での議論とか、総括とか、そういう話が出ておって、ご

めんなさい、決算でちゃんと見ていなかったのでわかりませんけど、実際のところどうな

んですか、小松さんが全部考えておると。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ちょっとお待ちくださいね。 

 プロモーターに当たるような人物が入っているかということですか。 

 

○ 森川 慎委員 

 プロモーターというか、さっき我々がこうしたほうがいいん違うのということは伝えて、

それが次にどうやって生かされていくのかなというのが、豊田さんからの投げかけによっ

て、私の中で疑問が生まれたので聞いたんです。 

 

○ 荻須智之委員長 

 いかがでしょうか。 

 

○ 渡辺シティプロモーション部長 

 サイクル・スポーツ・フェスティバルは15回目ですけれども、一番最初の開催は15年前

ですか。そのときには、四日市市が開催をしたいという意思表示を示して、いろんな関係

者の方の協力をいただいて開催をされたという経緯がございます。それがずっと、ちょっ

と形は変わっておりますけれども、現在まで続いてきたということでございますので、イ

ニシアチブは四日市市がとっているというのが現実ございます。 

 ただ、この大会を開いていくに当たっては、例えば地元の方の協力というのはなくては

できません。また、自転車競技という意味では、自転車競技関係者の方の協力も必要と、

そういった多くの方の協力をいただきながら開催を続けていくということから、先ほど申

し上げたようなメンバーでの実行委員会形式にして、みんなで協力してやっていくという

形をとってございます。 



 - 108 - 

 ただ、予算的にいうと、市の補助金というのが、あと協賛金ぐらいしか予算がございま

せんので、市の補助金でこれが開催されているというのが現実でございます。立哨員、当

日のレース中に危ないですから、交差点に立つ立哨員とおるですけれども、これも100名

ほど、これは全て市の職員がほとんどです。地元の交通安全協会の方とか、そういう方も

協力いただいております。そういった形で15年間進んできたと。それも含めて賞状をいた

だいたというところがあるんですが、そこで、議会のほうから、あり方についていろいろ

考えてくださいよというご意見を頂戴したということでございます。 

 ですから、豊田委員がおっしゃられたように、私どもが中心になってそれを考えていく

というのは、現実的にはそういう部分がございますが、ただ、実行委員会でこれはずっと

やってきたというような自負が15年間ございますので、市が勝手にあれをこう変えるこう

変えるということは正直私はできないと思っています。ですけど、大きなかじ取り役とい

うのは私どもがしないと、一方ではできないということでございますので、私どものほう

からいろいろ案を出しながら、実行委員会で諮って、どういう形でするかというのは決め

ていただくということになろうかなというふうに思っております。 

 

○ 森川 慎委員 

 理解できました。ありがとうございます。 

 

○ 荻須智之委員長 

 よろいですか。 

 

○ 土井数馬委員 

 アイセットはもうやめましたでしょう。建物自体も閉鎖しているもんで、今回の表彰式

でも前でやってたと思うんですよ。あの辺、トイレなんかも中も使えないし、水道も使え

ないし、あの辺を何とか県と交渉して、来年ぐらいまたあけてもらうようにしないと、な

かなか運営上、みっともないなというふうに感じましたので、ぜひ考えておいてください。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ご意見ということで。 
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○ 渡辺シティプロモーション部長 

 ちょっと言いわけをさせていただきます。 

 今、土井委員がおっしゃられたとおりです。私どもは、あそこは県の施設でして、県の

都市センターという施設がございます。そこが１年ほど前に閉鎖をされたということで、

これまで私ども施設を全面的にお借りをして大会を運営してまいりました。何度もお願い

をしたんですけれども、閉鎖したものは使えないという返事しかございませんでした。こ

とし、その横にありますアイセット、そちらのほうをお借りして、そちらのほうで、今ま

で都市センターで使っていた機能を巻きかえた、あるいはキャパ的には正直足らないもの

ですから、室内で行っていたものを外部の外のテントの下でやるとか、そういう形で皆さ

んをお迎えしたということでございます。 

 ご指摘のように、都市センターが使えるということになると、私どもも非常に助かりま

す。ただ、相手があるお話でございますので、私どもとしましては、毎年そういうお話は

させていただくつもりでおるんですけれども、ただ、ことし何とか無事できたというのも

正直なところでございますので、現実的には、ことしの体制というものが既成路線といい

ますか、ベースになって進んでいくのかなという思いがございますけれども、都市センタ

ーのほうの活用についても県のほうへ今後も粘り強く話はしたいというふうに思っており

ます。 

 

○ 荻須智之委員長 

 よろしいですか。 

 

（なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 では、ご質疑もありませんので、本件はこの程度といたします。 

 これでシティプロモーション部所管の議題は全て終了いたしました。 

 理事者の入れかえを行います。 

 委員の皆様はしばらくお待ちください。ありがとうございました。 

 お諮りします。休憩をとらせていただきましょうか。 

 やるならどうします。全部いきますか。あと、財政と議会。頑張りましょうか。 



 - 110 - 

 じゃ、30分再開でお願いします。 

 

                                １６：１６休憩  

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

                                １６：２８再開  

 

○ 荻須智之委員長 

 では、時間前ですが、おそろいになられているようですので、始めさせていただこうと

思います。中継の再開をお願いします。 

 それでは、これより財政経営部に係る議案の審査に入ります。 

 まず、部長よりご挨拶をお願いします。 

 

○ 服部財政経営部長 

 財政経営部でございます。財政経営部のほうは、今回、補正予算案を計上させていただ

いておりますので、どうぞご審議のほう、よろしくお願いしたいと思います。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ありがとうございます。 

 

    議案第54号 令和元年度四日市市一般会計補正予算（第６号） 

     第１条 歳入歳出予算の補正 

      歳出第２款 総務費 

         第１項 総務管理費 

          第23目 諸費中財政課関係部分 

         第２項 徴税費（人件費補正分を除く） 

      歳入全般 

     第３条 債務負担行為の補正（関係部分） 

     第４条 地方債の補正 

 

○ 荻須智之委員長 
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 それでは、総務分科会として、議案第54号令和元年度四日市市一般会計補正予算（第６

号）、第１条歳入歳出予算の補正、歳出第２款総務費、第１項総務管理費、第23目諸費中

財政課関係部分、第２項徴税費（人件費補正分を除く）、歳入全般、第３条債務負担行為

の補正（関係部分）、第４条地方債の補正についてを議題といたします。 

 資料の説明を求めます。 

 

○ 川口財政課長 

 財政課の川口でございます。よろしくお願いいたします。 

 まず、資料のほうでございますが、タブレットの04の総務常任委員会の中の202の補正

予算資料（財政経営部）をお願いいたします。 

 

○ 荻須智之委員長 

 よろしいでしょうか。 

 お願いします。 

 

○ 川口財政課長 

 じゃ、よろしくお願いいたします。 

 まずは、歳出でございます。 

 ページをめくっていただきまして、３ページからになりますが、３ページから５ページ

につきましては、補正予算案の概要の再掲でございまして、３ページは、一般会計の歳出

となっております。 

 続いて、４ページのほうには、債務負担行為の追加分、５ページのほうには、債務負担

行為の変更分と、基金について載せさせていただいております。 

 ６ページのほうに財政課の関係分をまとめてございますので、６ページをごらんいただ

きたいと思います。 

 まず、総務費の諸費に関する補正予算につきましては、過年度国県支出金等返還金、こ

ちらが１億3987万1000円及び財政調整基金積立金が12億761万7000円、都市基盤・公共施

設等整備基金積立金が13億253万2000円、こちらの３事業となります。 

 まず、過年度国県支出金等返還金につきましては、国庫支出金、それから県支出金、こ

ちらの返還につきまして、概算で交付を受けておりました金額より実際の決算額が下回っ
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たというところでもらい過ぎとなった分を返還しようとするものでございます。 

 １ページ進んでいただきまして、７ページをごらんください。 

 こちらのほうに返還金の明細のほうを載せさせていただいております。 

 今回返還となりますのは、民生費関係の負担金、補助金でございまして、毎年概算で交

付されまして、翌年に、決算額をもとに精算し、もらい過ぎの場合は返還、不足する場合

は追加で交付ということになります。 

 それでは、１ページ戻っていただいて、６ページのほうに。 

 続きまして、財政調整基金積立金でございます。 

 こちらは、地方財政法の規定によりまして、決算剰余金の２分の１を下回らない額、こ

ちらを積み立てる分といたしまして、さきの８月定例月議会でお認めいただきました決算

におけます実質収支の２分の１の額を積み立てるものでございます。 

 次に、都市基盤・公共施設等整備基金積立金でございます。 

 さらに１ページ戻っていただきまして、５ページをお願いできますでしょうか。 

 今回の補正に係る収支差の調整につきましては、繰越金や歳出の減額によって生じた財

源から交付税措置のない市債の発行抑制、こちらを9160万円、財政調整基金への積み立て、

こちらを12億761万7000円、こちらをまず行いまして、さらに、残りました13億253万2000

円につきましては、近い将来に予定いたします重点施策の大規模投資事業等、こちらを計

画的に進めるというところで、都市基盤・公共施設等整備基金のほうへ積み立てることと

させていただいております。 

 それぞれの基金の年度末残高見込みにつきましては、こちらの資料のとおりでございま

す。 

 私からの説明は以上となります。 

 

○ 川森財政経営部次長兼市民税課長 

 財政経営部次長兼市民税課長の川森でございます。 

 引き続き同じ資料の８ページをごらんいただきたいというふうに思います。 

 四日市市ふるさと応援寄附金の感謝の気持ち贈呈経費についての補正でございます。こ

れにつきましては、歳入と関連性が非常に高いということで、あわせて歳入もご説明させ

ていただきたいというふうに思います。よろしくお願いをします。 

 本年のふるさと応援寄附金は、この制度の認知度の高まりや、これまで行われてきまし
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た制度の拡充などによりまして、全国的に寄附金受け入れ額が増額傾向にございます。 

 本市におきましても同様に、当初の見込みを上回る見通しでございまして、寄附金の増

額補正を行うとともに、感謝の気持ち贈呈経費につきましても増額補正をお願いしようと

いうものでございます。寄附金受入額は、真ん中の表にございますように、今年度は4100

万円になると見込んでおります。また、これに伴う歳出も1200万円余りと見込んでおりま

して、480万円の補正をお願いするものでございます。 

 一番下の参考資料の表をごらんいただきたいと思います。 

 歳入は、2500万円の予算現額に対しまして1600万円の補正をお願いしまして、補正後予

算4100万円とするものです。また、歳出はその右側750万円の予算現額に対しまして、480

万円の補正をお願いし、補正後予算を1230万円とするものでございます。 

 説明は以上でございます。 

 

○ 芝田参事兼管財課長 

 管財課長の芝田です。よろしくお願いします。 

 債務負担行為の補正につきまして、管財課の関係部分につきましてご説明をさせていた

だきます。 

 引き続きまして、資料の９ページのほうお願いをいたします。 

 こちらのほう、施設保守管理委託等に要する経費でございますが、管財課関係部分は、

上から二つ目からでございます。 

 まず、市庁舎空調用冷温水発生機保守点検業務委託、この業務につきましては、本庁舎

地下２階にございます空調用の冷温水発生機の点検調整など保守作業の委託165万円をお

願いするものでございます。 

 次に、市庁舎及び総合会館自動ドア保守点検業務委託でございます。本庁舎及び北館、

総合会館の自動ドアにつきまして、常に良好な運転状態を保つための保守点検業務委託68

万8000円でございます。 

 一番下でございますが、総合会館空調設備機器保守点検業務委託につきましては、総合

会館の屋上に設置してございます空調設備の保守作業委託78万3000円ということで、こち

らのほうは、いずれの業務につきましても、令和２年４月１日からの業務でございまして、

令和元年度中に入札及び契約を行う必要があるため、債務負担行為の補正をお願いするも

のでございます。 
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 以上でございます。 

 

○ 川口財政課長 

 続きまして、10ページのほうをお願いいたします。 

 こちらのほうは、事務用機器等運用経費につきましての明細でございます。明細につき

ましては記載のとおりでございますが、コピー機につきましては、使用頻度等に応じまし

てリース期間が３年から５年となってございます。また、固定資産税の家屋評価システム

のリース料や小中学校で使用いたしますパソコンのウイルス対策ソフト、また、マイクロ

ソフトのライセンス使用料等をこちらで計上してございます。 

 歳出のご説明は以上でございまして、続いて、歳入の説明をさせていただきたいと思い

ます。 

 資料は、一つタブレットを戻っていただきまして、総務常任委員会の中の一番下、210

番の補正予算資料（歳入）をお願いできますでしょうか。 

 それでは、目次を飛ばしていただきまして、３ページをお願いいたします。 

 歳出の特定財源に係る分を除きました歳入全般につきましてご説明をさせていただきま

す。 

 まず、款20繰越金につきましてでございます。こちらは、平成30年度決算におきます実

質収支のうち、既に予算計上してございます、その分を除きますと20億8981万1000円とな

りまして、こちらのほうを一般繰越金として計上させていただいてございます。 

 次に、款21諸収入の朝日川越２町消防事務受託費につきまして、こちらのほうは、歳出

の人件費補正に連動しまして221万2000円を減額するものでございます。 

 次に、款22市債の公営住宅建設事業資金につきましては、さきの収支差の調整にてご説

明のほうをさせていただきましたが、交付税措置のない市債を9160万円減額いたしまして、

収支の均衡を図っておるものでございます。 

 最後に、地方債の補正でございますが、河川改良事業資金につきましては、歳出の土木

費におきまして、国の補助決定に伴う事業費の減額に合わせまして、市債の額を減額する

ものでございます。 

 説明は以上になります。よろしくお願いいたします。 

 

○ 荻須智之委員長 
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 説明はお聞き及びのとおりです。 

 ご質疑がございましたら挙手にてご発言願います。 

 よろしいですか。 

 

（なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 別段ご質疑もないようですので、これより討論に移ります。 

 討論がありましたらご発言願います。 

 

（なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 討論もないようですので、これより分科会としての採決を行いたいと思いますが、よろ

しいですか。 

 なお、全体会を送るか否かは、採決の後にお諮りします。 

 よろしいでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 異議なしと認め、原則どおり採決を行います。 

 反対表明がありませんでしたので、簡易採決とさせていただきます。 

 議案第54号令和元年度四日市市一般会計補正予算（第６号）、第１条歳入歳出予算の補

正、歳出第２款総務費、第１項総務管理費、第23目諸費中（財政課関係部分）、第２項徴

税費（人件費補正部分を除く）、歳入全般、第３条債務負担行為の補正（関係部分）、第

４条地方債の補正については、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 
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○ 荻須智之委員長 

 ご異議なしと認め、本件は可決すべきものと決しました。 

 それでは、全体会審査へ送るべき事項について確認を行います。 

 全体会審査へ送るべき事項について委員の皆様からご提案がありましたら挙手にてご発

言願います。 

 

（なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 全体会送りはなしとのお声がありましたので、なしとさせていただきます。 

 

 〔以上の経過により、議案第54号 令和元年度四日市市一般会計補正予算（第６号）、

第１条歳入歳出予算の補正、歳出第２款総務費、第１項総務管理費、第23目諸費中

（財政課関係部分）、第２項徴税費（人件費補正部分を除く）、歳入全般、第３条

債務負担行為の補正（関係部分）、第４条地方債の補正について、採決の結果、別

段異議なく可決すべきものと決する。〕 

 

○ 荻須智之委員長 

 これで財政経営部所管部分の議題は終了いたしました。 

 理事者の入れかえがありますので委員の皆様はしばらくお待ちください。お疲れさまで

した。 

 それでは、これより議会事務局に係る議案の審査に入ります。 

 まず、局長よりご挨拶をお願いします。 

 

○ 濵田議会事務局長 

 どうも大変ご苦労さまでございます。議会事務局でございます。 

 本日は一般会計の補正予算、議会費と債務負担行為の補正についてであります。どうぞ

よろしくご審議のほう賜りますようお願い申し上げます。 

 

○ 荻須智之委員長 
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 ありがとうございます。 

 

    議案第54号 令和元年度四日市市一般会計補正予算（第６号） 

     第１条 歳入歳出予算の補正 

      歳出第１款議会費（人件費補正分を除く） 

     第３条 債務負担行為の補正（関係部分） 

 

○ 荻須智之委員長 

 それでは、総務分科会として、議案第54号令和元年度四日市市一般会計補正予算（第６

号）、第１条歳入歳出予算の補正、歳出第１款議会費（人件費補正分を除く）、第３条債

務負担行為の補正（関係部分）についてを議題といたします。 

 資料の説明を求めます。 

 

○ 山路議会事務局次長兼議事課長 

 議事課長の山路でございます。 

 それでは、議会費の関連でご説明をさせていただきます。 

 まず、議員報酬等についてでございますが、資料は、補正予算参考資料のほうで行いま

す。07の11月定例月議会、04総務常任委員会の中ですが、107番の令和元年度11月補正予

算参考資料をごらんください。 

 こちらの12ページでございますが、議員報酬等ということで記載がございます。今回の

補正につきましては、三つの理由で補正をお願いしております。議員報酬、それと期末手

当、三つ目が議員共済負担金ということでございます。 

 順番にご説明をさせていただきます。 

 まず、議員報酬についてでございますが、平成31年３月に議員１名が退職したことによ

りまして、４月分の報酬59万1000円を減額するというものです。 

 続きまして、２番目ですが、期末手当でございます。こちらは、議員改選に伴いまして、

６月期末手当の支給割合が100分の30となる在職３カ月未満の新人議員６名が当選したこ

とによりまして、602万9000円の減額でございます。 

 それから、人事院勧告に準じまして、期末手当を0.05月分引き上げることによりまして、

147万6000円の増、あわせて455万3000円の減額となります。 
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 三つ目ですが、議員共済負担金でございます。平成31年３月に議員１名が退職したこと

に伴いまして、共済会負担金を261万3000円減額するというもので、報酬、期末手当、議

員共済負担金、これ三つ合わせまして775万7000円を減額するというものでございます。 

 続きまして、債務負担行為の補正がございます。ページは、85分の72でございます。こ

ちらは一覧表で記載がございまして、一番上、１番で、四日市市議会だより印刷業務委託

ということで記載がございます。 

 説明は、次のページですが、73ページのほうでご説明をさせていただきます。 

 四日市市議会の情報を広く公開するために市議会の定例月議会、開会議会、緊急議会等

で審議、議論された内容や議会の活動を紙面にまとめて広く配布するということで、議会

だよりを作成しております。債務負担行為としてお願いしている額が1280万円ということ

で、期間は令和元年度から令和２年度まで、令和元年度につきましては、契約行為を行う

ためということで、令和元年度からとなっております。 

 説明は簡単でございますが、以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ありがとうございます。 

 説明はお聞き及びのとおりです。 

 ご質疑がございましたら挙手にてご発言願います。 

 よろしいでしょうか。 

 

（なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 ご質疑もないようですので、これより討論に移ります。 

 討論がありましたらご発言願います。 

 

（なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 討論もないようですので、これより分科会としての採決を行いたいと思いますが、よろ
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しいですか。 

 なお、全体会へ送るか否かは採決の後にお諮りします。 

 よろしいでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 異議なしと認め、原則どおり採決を行います。 

 反対表明がありませんでしたので簡易採決とさせていただきます。 

 議案第54号令和元年度四日市市一般会計補正予算（第６号）、第１条歳入歳出予算の補

正、歳出第１款議会費（人件費補正分を除く）、第３条債務負担行為の補正（関係部分）

については、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 ご異議なしと認め、本件は可決すべきものと決しました。 

 それでは全体会審査へ送るべき事項について確認を行います。全体会へ送るべき事項に

ついて委員の皆様からご提案がありましたら挙手にてご発言願います。 

 

（なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 それでは、なしの声をいただきましたので、全体会送りはなしとさせていただきます。 

 

 〔以上の経過により、議案第54号 令和元年度四日市市一般会計補正予算（第６号）、

第１条歳入歳出予算の補正、歳出第１款議会費（人件費補正分を除く）、第３条債

務負担行為の補正（関係部分）について、採決の結果、別段異議なく可決すべきも

のと決する。〕 
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○ 荻須智之委員長 

 これにて議会事務局所管部分の議案審査を終了します。説明者は退席してください。お

疲れ様でした。 

 委員の皆様は協議事項がありますので、しばらくお待ちください。 

 ネット中継を終わります。 

 それでは、休会中の所管事務調査につきまして、まず、日程案としまして、令和２年１

月20日月曜日午前10時、１月27日月曜日の午前10時、それから三つ目が２月４日火曜日の

午前10時、全て午前10時で、１月20日、１週間後、27日の月曜日、２月４日の火曜日を上

げていただいていますが、いかがでしょうか。 

 議会報告会での市民意見のフィードバックについて確認する関係上、休会中に委員会の

日程を確保する必要があります。 

 上記の日程案から１日ほど、または２日ほどを確保していただきたいです。日程を１日

目、２日目でとる場合は10日ほど離すということにお願いしたいということですので、２

日とる場合は、１月20日、27日のいずれかと、２月４日ということ。それから、中長期テ

ーマでの調査を行う場合、政策推進部とシティプロモーション部がそろって出られるのは、

２月４日のみとなります。次回は、両部に出席してもらうことが望ましいと考えられます

ので、１月20日、または27日に実施する場合は、違うテーマを選択していただきたいとい

うことです。いかがでしょうか。 

 ２日を確保する場合というふうに言いましたもんで、１日でということです。 

 

○ 笠井議会事務局主事 

 まず、議会報告会を１月８日に開催になりますけれども、市民の方から出た意見整理の

ために１日は確保する必要があるということです。休会中につきましては、必ず２日確保

しなければいけないということではなくて、１日でよければ１日で、議会報告会の意見を

確認と、テーマがあれば所管事務調査という形でされていることが基本になりますので、

必ずしも２日とらないといけないというわけではないです。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ロスジェネのという意見をいただいていますが、これにどれだけ時間をかけるかという

のは……。 
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 ですので、ロストジェネレーションであれば、２月４日じゃなくてもいいわけですわね。 

 

○ 樋口博己委員 

 先ほど土井委員からは、１月27日は都合が悪いという発言がありましたので、１月20日

に日をまず決めていただいて、その状況で、２月４日であれば少し日があるので、皆さん

よければ、20日の状況で２月４日を確保するとか。 

 

○ 荻須智之委員長 

 あらかじめ二つとっておきますか。今の時点でとっておかないと、予定が入ってきてし

まう方も見えますので、１月20日で終わればそれでよろしいし。 

 

○ 樋口博己委員 

 皆さんが仮押さえに同意いただけるんであればそれでいいでしょうけど。 

 

○ 荻須智之委員長 

 いかがでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 では、１月20日と２月４日それぞれ午前10時から、そして、シティプロモーションに係

る継続した内容か、今回、ロストジェネレーション就職氷河期の再雇用について、どのよ

うに扱われますか。20日はシティプロモーション部がいないという前提ですと、ロスジェ

ネということになりますが。年間のテーマはよろしいですか、今回は。 

 ほどなくして視察が入ります、１月は。 

 じゃ、基本１月20日はロスジェネでよろしいですね。 

 それでは、その方向で組み立てさせていただきますので、ということで、テーマは、調

査項目については、１月20日がロスジェネ。 

 

○ 樋口博己委員 
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 資料等は森川委員と協議の上、ご準備をお願いしたいと思います。 

 

○ 荻須智之委員長 

 わかりました。 

 

○ 森川 慎委員 

 基本は一般質問で言ってもらった内容が根本にあるんかなと思うんです。市内、全国の

35歳から44歳、ロスジェネ世代の中心の統計的な資料で、役所内の云々という話もあのと

き出ていたので、役所のデータぐらいかなと。あと、氷河期世代に絞って採用するという

のであれば、宝塚とか、その辺の事例の……。 

 

○ 荻須智之委員長 

 先行事例ですね。 

 

○ 森川 慎委員 

 とか、それに付随している自治体が兵庫県とか、愛知県なんかも2017年ぐらいから30代

で、職歴、学歴不問の採用というのを始めておるという事例があるので、その辺も含めて、

見つかるところを網羅してもらえばいいかなと思います。 

 

○ 荻須智之委員長 

 了解しました。 

 

○ 竹野兼主委員 

 国の動向というところの……。 

 

○ 森川 慎委員 

 国の動向は、そうやで……。 

 

○ 竹野兼主委員 

 やるとかいう話があるので、そこのところももし何か前に進むようなものがあったら、
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調べておいてもらったら。 

 

○ 荻須智之委員長 

 補助とかという事業ですか。 

 

○ 森川 慎委員 

 それは今、概算要求で出てきておって、1300万円ぐらいだと思いますけれども、内閣府、

もともとは厚生労働省で就職氷河期の支援プランみたいな、そういうのが定められおって、

そこが2019年の骨太の方針にも盛り込まれておるというのが国の動向です。実行されるの

は、来年度からのための予算を今要求しているというのが現状です。 

 

○ 荻須智之委員長 

 わかりました。 

 じゃ、内閣府……。 

 

○ 森川 慎委員 

 あわせてやるんやったら、これまでも多少やってもらっておるんです、国として。二千

何年かわからんけど、微々たるものですけど、そこもあわせて見てもらったらいいかと思

いますけど。 

 

○ 荻須智之委員長 

 これに関する国の動きですね、今の。この先、近いところで何が確定しているかという

ところなんですが、そこら辺でよろしいですかね。 

 ありがとうございます。 

 そうしましたら、そういう形で進めさせていただきます。 

 続きまして、11月定例月議会の議会報告会、シティ・ミーティングにつきまして、１月

８日、水沢地区茶業振興センター研修室で予定されております。 

 これ、事項書案に基づいてというところを見てもらったほうかいいのかな。 

 ファイル名006だそうです。一つ戻っていただいて、006議会報告会関係ということで、

事項書をアップしていただいてあります。 
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 これの役割分担ですが、勝手に委員長が報告することになっていますので、いつもどお

り司会を副委員長にお願いすることになっています。 

 ということで、特別に答弁の分担分けはよろしいですか。その点、ベテランぞろいで助

かります。ということで、これでやらせていただきます。 

 ８月の定例月議会において、シティ・ミーティングのテーマについては、１年を通じて

シティプロモーション等について既に確認していただいております。事項書案のシティ・

ミーティングの項に協議事項を記載してありますが、中心的に意見交換する内容やサブタ

イトルについてはどうかということなんですが、あわせてシティ・ミーティングの形式に

ついて、グループ討議で行うことで協議をすることになっていますが、これは当日の参加

者によりけりということにさせていただきます。 

 年間テーマ以外についてよく声が出るんですが、この辺はどうさせていただきましょう

か。 

 ご意見をいただきます。 

 

○ 土井数馬委員 

 水沢なら今もしゃべっておったけど、さっきのサイクル・スポーツ・フェスティバルと

か、お茶やね。もみじ祭り、この間ちょっと行ったけど、もみじ祭りのときはまだちょっ

と色が悪かったけど、次の週ぐらいですと、気候のあれもあるんやろうね。でもああいう

のはシティプロモーションになり得るし、観光という面でも力を入れて、地元の人が熱く

語るやろうと思うので、そういうテーマも出してもいいかなと思いますけど、漠然とする

よりも。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ありがとうございます。 

 実はこれ、事前に打ち合わせの中で、サイクル・スポーツ・フェスティバルを行うのに

15年間、町民でループの中の人は出られないんですわ。そういうことに不満があると続か

ないそうで、15年やったということで表彰されているらしいんですね、地元自治会が。と

いうことで、お礼を言わなあかん立場なんです。 

 ですので、まずお礼というのもあるんですが、それと同時に、地元がどういうふうに捉

えて、ありがたがってみえるのかどうかというのもはかりたいですけどね。 
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○ 樋口博己委員 

 大人のほうが中止になったのは、余りにマナーが悪いということで、ジュニアだけにな

ったという経緯があるので、確認だけは本当はさっきのところでしようかなと思ったんで

すけど、続けてもらっておる、表彰もされたということなので、意見を聞いてもらうのが

いいと思いますけど。 

 

○ 荻須智之委員長 

 そういう経緯を踏まえてということですね。 

 大事なところなんですけど、今後ずっとやっていけるかどうかというのを、ある程度雰

囲気をつかんでおいたほうがいいかなと思いますので、土井委員の意見に賛成ということ

で発言させてもらいました。 

 

○ 土井数馬委員 

 15年前は２日間やっていたので、一般のほうとジュニアと２日やっておったけど、２日

間通行どめにされたらもたんというので、地元から言われて、１日に何とかしてもらった

という経緯があるので、その辺も、地元の人は言わない。出れやんもんで実際、軽トラッ

クやけどな、あそこは全部。そんなところです。 

 

（発言する者あり） 

 

○ 荻須智之委員長 

 そういうことも確認していただいて、市当局としてすごく感謝しているということもあ

らわさなあかんと思います。 

 

○ 森川 慎委員 

 今出ておるような話を聞くんやったら、グループディスカッションじゃないほうがええ

んと違うかなというようなことを思います。 

 

○ 荻須智之委員長 
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 そうですね。ワークショップ形式でやる場合はグループのほうがいいんですけれども、

全体でその情報を共有するんですと、分けないほうがいいかわかりませんね。 

 ご意見として承らせていただきます。当日はどれだけ寄られるかにもよりますので。 

 

○ 樋口博己委員 

 ぜひとも委員会を代表して、委員長が地元に感謝の意を表していただきたいと思います。 

 

○ 荻須智之委員長 

 そのつもりです。 

 実は、ここで一番最初にやったのがアジア選手権だったんです。それは、たまたま道端

の交通整理で参加したんですけど、体育協会で割り当てがあったものですから。あのとき

に、公道でできるというのが、自分は草レースをやっていたものですから、不思議でしよ

うがなかったんです。よっぽど理解がないとできないし、公安、警察がオーケーを出さな

いんですよ。だから、すごく貴重な協力をしていただいている事業やと思いますので、お

礼は言わせていただきます。ありがとうございます。 

 そうしたら、そういう形で進めさせていただくということで、ここでは、シティプロモ

ーションの中の、特にサイクルスポーツ、それからお茶、もみじ谷という具体例を取り上

げてということにさせていただきますので。関連したようなということで、漠然とという

んじゃなくてということでお願いします。 

 サブタイトルはどうしましょう。これを書くか、それは正副で決めさせていただきます。 

 ありがとうございます。 

 

○ 森川 慎委員 

 雪がひょっとすると降るとかいうこともあるので。 

 

○ 荻須智之委員長 

 当日のね。 

 

○ 森川 慎委員 

 ちょっと心づもりだけあるといいなと思います。 
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○ 荻須智之委員長 

 これって、雪の開催か、中止の判断は何が基準になるんでしたっけ。 

 

○ 山路議会事務局次長兼議事課長 

 基準はありますので、何時間前までに警報が出ているとかがありますが、ちょっと今、

正確なのは。 

 

○ 樋口博己委員 

 警報というよりも、現地が積雪がどれぐらいあったという話で判断していかんと。 

 

○ 荻須智之委員長 

 余り降ると、来場者も当然減りますわね。 

 茶業センターまでは現地の方も車で見えるんでしょうね。現地の人はスタッドレスを履

いておるとは思いますけど。これはどうやろう、直前に決めるしかないね、中止かどうか

は。 

 

○ 森川 慎委員 

 だから、心づもりだけ。 

 

○ 荻須智之委員長 

 そういうことですね。わかりました。 

 じゃ、そういう可能性ありということですね。 

 中止になった場合というのは、デスクネッツネオか何かで回すの、連絡方法を。 

 

（発言する者あり） 

 

○ 荻須智之委員長 

 毎回、それで結局現場に行かなあかんのですよね、どっちにしても。 

 できるだけ万難を排して行きましょう。 
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 じゃ、スタッドレスの軽トラ、四駆で行きますわ。 

 わかりました。ありがとうございます。 

 そうしましたら、次に、２月定例月議会の議会報告会、シティ・ミーティングにつきま

して、日程案として、３月27日金曜日のいつもどおり午後６時半から８時45分ですが、集

合午後６時ということでいかがでしょうか。 

 よろしいですかね。 

 

（なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 じゃ、この日程で決めさせていただきます。 

 会場についてですが、北部ブロック東での開催で、富州原、富田、大矢知、羽津、橋北、

海蔵での開催で、現在、富州原地区市民センター、海蔵地区市民センターでの会場の仮予

約をしてもらっています。富州原と海蔵を仮予約していただいています。 

 

（発言する者あり） 

 

○ 荻須智之委員長 

 市民防とか、防災団体が強いですね、富州原は。海蔵で。じゃ、海蔵ということで決め

させていただきます。 

 ありがとうございます。 

 続きまして、行政視察につきまして、１月28日火曜日、29日、30日木曜日で、10月25日

の休会中所管事務調査におきまして、現在取り扱っている中長期テーマ、人口政策、シテ

ィプロモーションを基本として、正副委員長において選定することを確認していただいて

おります。調整の結果、これもファイル008だそうです。一つ戻っていただいて、先ほど

も資料があったんですね。案としまして、今出させてもらっているのは、右側が予定案で

す。行程表です。 

 森川委員からお進めいただいた明石市を最後に据えまして、行程上、最初に松山市の都

市ブランド推進事業、松山市に泊まって、その翌日が、近いですが、西条市役所、西条市

でシティプロモーションの取り組み、それから、明石に移動して宿泊して、明石市役所で
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シティセールスの取り組みということで、ここは子育てを柱にして、流入人口をふやすと

いう方式でやっていらっしゃるということで視察させていただこうかと思いますが、いか

がでしょうか。 

 若干ご無理を申したいのは、２日目の朝、松山を午前８時10分の特急に乗らないと、１

時間に１本らしくて、ちょっと早いんですが。 

 

○ 竹野兼主委員 

 これ、もしよかったら、レンタカー、議会なので、移動するとめっちゃ楽やったよ。会

派でこの行程で行ったことがあるんやけど。 

 

○ 荻須智之委員長 

 松山、西条の移動ということですね。 

 80kmあるんですよ。１時間半ぐらい。 

 

○ 竹野兼主委員 

 そうか、公共交通機関でないとあかんのか。 

 

○ 荻須智之委員長 

 済みません、若干早いので、松山市の宿泊の日はちょっと早く寝てください。ご協力い

ただきたいんですが。道後温泉には行ってもらえないですけど。 

 

○ 樋口博己委員 

 済みません、先走って申しわけないです。 

 最終日、明石から帰るときに、皆さんに提案なんですけど、行政視察の行程というか、

ルール上、特急を使わなあかんのですけど、皆さん、持ち出しで新幹線で帰るという提案

なんですけど、どれぐらい差額があるのかですけど。 

 

○ 荻須智之委員長 

 名古屋経由でということですよね。 
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○ 樋口博己委員 

 一度その試算をしていただいて、それで皆さん、どうかなという。 

 

○ 竹野兼主委員 

 選べるのでええんと違う。 

 

○ 荻須智之委員長 

 これ、名古屋経由のほうが早いんですよね、近鉄特急より。 

 

○ 竹野兼主委員 

 余り変わらん。 

 

○ 荻須智之委員長 

 変わらんのですか。 

 ですから、新大阪から難波までおりてくる時間とかというのがありますので、一回調べ

ます。もしそうなった場合に、自腹が若干出ますが、よろしいでしょうか。それだけ先に

決めておいていただければと思うんですが。 

 各自買われますか、切符。でも手配するのは……。 

 

（発言する者あり） 

 

○ 荻須智之委員長 

 ちょっとそれはお時間いただきますが、それで発生しない場合ということは、皆さん、

まとめて切符を買わせてもらってよろしいですね。いいですか。 

 

（「はい」と呼ぶ者あり） 

 

○ 荻須智之委員長 

 じゃ、その辺も任せていただくことにします。 

 電車です。名古屋経由で、のぞみで、博多行きで、岡山乗りかえで、しおかぜで本四連
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絡橋を渡ります。西条へ行き過ぎて戻る形になるんですけれども。 

 これ、向こうの受け入れの条件もあったんですわ。たまたまこの二つは、この順番やと

オーケーなんですよね。 

 

○ 竹野兼主委員 

 うまくいく、わかりました。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ということで、よろしいでしょうか。 

 

（なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 ということで、全て終了いたしましたので、本日の審査内容に関して、予算の分科会長

報告、一般議案の委員長報告については、正副にご一任いただいてよろしいでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 ありがとうございます。 

 それでは、総務常任委員会をこれにて終了させていただきます。ありがとうございまし

た。 

 

                                １７：１０閉議  

 

 


